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4XDOLW\ RI OLIH　㸦42/㸧ࡣ、⏕࿨の㉁࣭⏕活の㉁࣭

人⏕の㉁とヂࢀࡉ、労ാ࣭௙஦ࡣ 42/ をᵓᡂするᣦᶆ

と࡚ࡋ఩⨨づࡅら࡚ࢀいる㸦ୖ田 � 19�3㸧ࡲࠋた、国㝿

⏕活ᶵ⬟ศ㢮ࡣ、人が⏕きるࡇとの඲体ീのඹ㏻ゝㄒ

と2��1、࡚ࡋ ᖺ :+2 の⥲఍で᥇ᢥࢀࡉ、⏕活ᶵ⬟をᚰ

身ᶵ⬟࣭ ᵓ㐀、活動、ཧຍのࣞࣝ࣋でᤊ࡚࠼いるࠋ≉に、

活動とཧຍを㔜視するࡇとで、ᮏ᮶の඲人㛫ⓗ᚟ᶒに

つながるとࢀࡉ㸦大川 � 2���㸧、ࡑの㡿ᇦにࡣ௙஦と㞠

⏝が఩⨨づࡅら࡚ࢀいる㸦ୖ田 � 2���㸧ࡉࠋらに、㇏

かに⪁いるࢢࣥࢪ࢖࢚ࣝࣇࢫࢭࢡࢧのᐇ⌧のためにࡣ、

௚者との஺ὶの⥔ᣢと⏕⏘ⓗ活動の⥔ᣢとい࠺人⏕࡬

の✚ᴟⓗ関୚がᥦ᱌࡚ࢀࡉいる㸦5RZH� 199�㸧ࡇࠋのࡼ

ࡋ人が㇏かに⏕ききるための᮲௳とࡣとࡇࡃに、ാ࠺

࡚఩⨨づࡅら࡚ࢀいるࠋ

人がാࡇࡃとࡣ、ྂ代ࢠリࢩャのဴ人に࡚᭱ࡗࡼ初に

ㄽࡌらࢀ、ဴ学、೔⌮学、᐀教学、人㢮学➼の人文⛉学

でྲྀりୖࡆらࢀ、㈨ᮏ୺⩏⤒῭がྎ㢌ࡋ㈌ᖯ⤒῭が୺ὶ

となࡗた近代、⤒῭学、⤒Ⴀ学の♫఍⛉学でㄽࡌら࡚ࢀ

きた㸦ᶲᮌ � 2��9㸧ࠋ人⏕ 1�� ᖺ᫬代を㏄࠼たാき᪉ᨵ

㠉と࡚ࡋ、ពḧと⬟ຊがある㝈りᖺ齢にかかࢃりなࡃാ

き⥆ࡅるࡇとができる♫఍のᐇ⌧が┠ᣦ࡚ࢀࡉいるࠋാ

ࡋ⏕人㢮がㄌ、ࡣとࡇࡃ 2�� ୓ᖺ、⏕Ꮡを⥔ᣢするため

にႠ࡚ࢀࡲきたࠋ人㢮がⓎᒎを㐙ࡆたṔྐを⣣ゎいた

+DUDUL㸦2�1�㸧ࡣ⹫ᵓをಙࡌるຊにࡼる㞟ᅋᙧᡂに㘽が

あると㏙࡚࡭いるࠋゝㄒの出⌧にࡼりከ人ᩘと༠ຊする

࡚⫱ᐙ␆をࡋ᥇㞟から✐≀を᱂ᇵ⊟⊀、ࡋとをྍ⬟にࡇ

るࡇとをぬ࠼たࡶ᭱、࡚ࡋࡑࠋຠ⋡ⓗな┦஫ಙ㢗のไᗘ

である㈌ᖯにࡼり㈨ᮏ୺⩏がྎ㢌ࡉ、ࡋらに、近代⛉学

がᡂ❧ࡋ⏘ᴗを᥎㐍ࡋたࡇࠋの࠺ࡼに、人ࡣ、ᖾ⚟をồ

め、ാき᪉をᨵ㠉ࡋ、文明を⠏い࡚きたࠋ

労ാࡣ、ODERU の⩻ヂㄒとࢀࡉ、ODEDUH㸦ࠕ㔜Ⲵでࡼ

ࡃめࢁ 㸧ࠖとྠࡌㄒ※であり、ⱞ③とດຊをព࿡࠾࡚ࡋり、

ያ㞔のするࡣ労ാ、ࢀいら⏝ࡶを⾲すのにࡳࡋのⱞࡳ⏕

た㸦ᶲᮌࢀࡉととࡇ � 2��9㸧ࠋ᪥ᮏにࡣ、明἞௨ᚋにࠕ຿

動ࠖに⩻ヂࠕࢀࡉ労ാࠖにኚ໬ࡋたが、ࠕ຿ 㸦ࠖࠕかがり

ⅆが⇞↝する࠺ࡼにຊを⇞↝ࢀ⑂࡚ࡏࡉる 㸧ࠖとࠕ動㸦ࠖࠕ人

が㔜い⿄を動かす 㸧ࠖが、ㄡに࡚ࡗࡼ合ᡂࢀࡉ࿨ྡࢀࡉ

たかᐃかでないと࡚ࢀࡉいる㸦⳥㔝 � 2��3㸧ࠋ労ാの真

のព࿡をࡲࡸとゝⴥにồめた山川㸦19��㸧ࡣࠕ、ࡣたらࡃ 、ࠖ

、ᴟⓗ、⮬Ⓨⓗ✚、ࡋとゝⴥとྫྷ࿡ࡲࡸの࡝なࠖࡴࡋࡑいࠕ

⮬足ⓗなせ⣲をࡗࡶた活動とゎ㔘ࡋた୕ࠋᡞ㸦19��㸧ࡣ、

にするࡃたをらࡣࠕࡣ※とのㄒࡇࠖࡃたらࡣࠕ 㸦ࠖࢃࡲࠕ

りの人㸦ᐙ᪘な࡝㸧をᴦにする 㸧ࠖとࡋ、ᐙをᣐ点にࡋ、

ᐙ᪘とඹにാい࡚きた᪥ᮏ人の≉ᚩを㏙࡭たဴࠋ学者で

ある $UHQGW㸦199�㸧のศᯒにᇶづき、労ാᴫᛕをᩚ⌮

⊂金཰ධをᚓるための㈤労ാを⌧、ࡣた⳥㔝㸦2��3㸧ࡋ

⩏の労ാ、⏕⏘ᛶに関ࢃらない活動をᗈ⩏の労ാ、ࡉら

にᛮ⪃ࡸឤ᝟を᭱ࡶᗈ⩏の労ാと఩⨨づࡅ、㈨ᮏ୺⩏⤒

῭でࡣ⊃⩏の労ാ໬࡚ࡋいるࡇとを㏙࡚࡭いるࡇࠋのࡼ

ศ⮬、ࡃとなࡇるࢀࡉᙉไ、ࡣい࡚労ാ࠾に、᪥ᮏに࠺

のពᚿで㐍ࢇで௚者のᙺに❧つࡇとをするとい࠺ព࿡を

との౯್ࡇࡃながら、ാࡅり、᫬代のᙳ㡪をཷ࠾࡚ࡗࡶ

ࠋいる࡚ࡋᐃ⩏がኚ໬ࡸ

労ാの㢮ఝ⏝ㄒにࠕ、ࡣ就労 職ᴗࠕࠖ、 ௙஦ࠕࠖ、 ➼ࠖがあるࠋ

就労ࡣ、♫఍⚟♴㡿ᇦで⏝いらࢀ㸦大᭮᰿ら � 2���㸧、ࠕ⮬

❧ࠖのᴫᛕが┠ᶆと࡚ࡋタᐃ࡚ࢀࡉいる㸦ዟ㈏ � 2�1�㸧ࠋ

ゆる♫఍ⓗᙅ者をࢃるいࢀࡉた、労ാἲのᯟ外でᥦ౪ࡲ

ᑐ㇟とࡋたാき᪉と࡚ࢀࡉいるが㸦ዟ㈏ � 2�1�㸧、ΰᅾ

いない࡚ࢀࡉ⩏明☜にᐃࡶり、ἲᚊୖ࠾࡚ࢀいら⏝࡚ࡋ

いる㸦大᭮᰿ら࡚ࢀࡉとがᣦ᦬ࡇ � 2���㸧ࡇࠋの࠺ࡼに、

労ാと就労の区ูがつきにࡃࡃな࡚ࡗいるࠋ

とࢁࡇで、ཌ⏕労ാ┬⪁೺ᒁ㛗の⚾ⓗ研究఍と࡚ࡋタ

高齢者の介護予、ࡣた高齢者介護研究఍㸦2��3㸧ࢀࡉ⨨

防を㐍める視点を♧ࡋたࠋ研究఍ࠕ、ࡣ♫఍ཧຍ、♫఍

㈉献、就労、⏕きがいづࡃり、೺ᗣづࡃりな࡝の活動ࡣ、

介護予防につながるࡶのであるࠋ介護予防の᥎㐍とい࠺

ほ点からࡣ、介護予防をᗈいᴫᛕと࡚ࡋᤊࡋ࠺ࡇ、࠼た

ᵝࠎな活動を♫఍඲体のྲྀ⤌と࡚ࡋ㐍め࡚いࡇࡃとがᚲ

せであるࠖと࡚ࡋいるࡋࠋかࡋ、ⴭ者ら㸦2�1�㸧が、看

護職者の介護予防活動の国内文献を検討ࡋた⤖ᯝ、看護

職者が行࠺介護予防活動ࡣ೺ᗣづࡃりと⏕きがいづࡃり

が୺であり、就労につい࡚の研究がぢいࡏࡔなかࡗたࠋ

人⏕ 1�� ᖺ᫬代に࠾い࡚就労するᮇ㛫のᣑ大がồめらࢀ

㹙文献検討㹛

高齢者の就労に関する国内文献の検討
―看護職者が介護予防を就労につなぐために―

山口初代１）, 大湾明美１）, 田場由紀１）, 砂川ゆかり１）, 

1）沖縄県❧看護大学

キーワード：高齢者、就労、介護予防、看護職者
Key words：WKH HOGHUO\, ZRUNLQJ, FDUH SUHYHQWLRQ, QXUVLQJ SURIHVVLRQ
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࡚いる௒᪥、看護職者が介護予防に就労をྲྀりධࢀ、看

護のᐇ㊶と研究に活か࡚ࡋいࡇࡃとࡣ㔜せであるࠋ

る就労をࡼ看護職者の介護予防に、ࡣで、ᮏ✏でࡇࡑ

ᨭ᥼するࡇとのྍ⬟ᛶをᑟࡃために、就労のṔྐⓗな⫼

ᬒ、ᐃ⩏、㢮ఝᴫᛕをᴫほࡋ、高齢者の就労に関する国

内文献の検討から、高齢者の就労の࣭ࢬ࣮ࢽ⤒㦂࣭ᡂᯝ

に↔点をあ࡚ᐇែをᢕᥱするࡇとを┠ⓗとするࠋ

ϩ�研究᪉ἲ

1. ᑵປのṔྐⓗ࡞⫼ᬒࠊ定⩏ࠊ㢮ఝᴫᛕのᴫほ

就労のṔྐⓗな⫼ᬒࡣ、ᨻᗓห行≀であるཌ⏕労ാ

ⓑ᭩㸦2�1�㸧、国民の⚟♴と介護の動ྥ㸦ཌ⏕労ാ⤫ィ

༠఍ � 2�1�㸧、高齢࣭㞀ᐖ࣭ồ職者㞠⏝ᨭ᥼ᶵᵓⓎ行の

ၨⓎㄅ࣮ࠖࢲ࢚ࣝࠕを⏝いたࡲࠋた、就労のᐃ⩏ࡼ࠾

ࣙࢩ࣮ࢸリࣅࣁ᪥ᮏ♫఍ಖ㞀ἲ学、リ、ࡣ㢮ఝᴫᛕࡧ

ࣥ学、♫఍⚟♴学、♫఍学のࢀࡒࢀࡑのศ㔝の研究者

にࡼるㄽ㏙からᴫほࡋたࠋ

2. 㧗㱋⪅のᑵປ࡟㛵ࡿࡍᅜෆ文献の検討

�）ศᯒᑐ㇟文献の㑅定

文献のᢳ出ࡣ、学༠఍ห行≀࣭大学研究紀せ࣭国❧国

఍ᅗ᭩㤋の㞧ㄅグ஦⣴ᘬࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹな࡝の学⾡ㄽ文᝟

ሗを検⣴できる &L1LL $UWLFOHV を⏝いたࠋ介護予防の

⏝ㄒが౑ࢀࢃጞめた 2��� ᖺ௨㝆の文献とࡋ、キ࣮࣮࣡

検⣴ᚋ、ࡋ就労ࠖとࠕをࢻ ��2�� ௳で、ࣝࢺ࢖ࢱにࠕ就

労ࠖの文Ꮠがグ㍕࠾࡚ࢀࡉり、ࠕᮏ文ありࠖの文献に⤠

り 2�31� ௳がᢳ出ࢀࡉたࣝࢺ࢖ࢱࠋにࠕ高齢 とࠖࠕ就労ࠖ

の文Ꮠがグ㍕࡚ࢀࡉいる �� ௳をᢳ出ࡋたࠋᑐ㇟ࡸ᪉ἲ

いるᚲせがあるた࡚ࢀࡉᯝについ࡚ヲ⣽にグ㍕⤖ࡧࡼ࠾

め、ศᯒᑐ㇟文献ࡣ、学఍ᢒ㘓、文献࣮ࣞࣗࣅ、を㝖ࡃ

㉁ⓗ研究と3、ࡋ ௳あࡗたࡲࠋた、ࢳ࣮ࢧࢻࣥࣁで、ୖ

グ㑅ᐃᇶ‽を‶たࡋた �௳の文献をຍ࠼、㔜」 1௳を㝖

き⥲ィ �௳をとなࡗたࠋな࠾、ᢞ✏ㄽ文୍ࡣᐃのไ㝈の

なかで▱ぢが♧࠾࡚ࢀࡉり、ヲ⣽なグ㏙がᚓらࢀるとᛮ

ࠋめたྵࡶるሗ࿌᭩ࢀࢃ

ศᯒ࡜の཰集ࢱ࣮ࢹ（�

高齢者の就労に関する文献 �௳を⢭ㄞࡋ、Ⓨ行ᖺのྂ

いࡶのから㝆㡰に ,' ␒ྕをつࡅ、ⴭ者ྡࡧࡼ࠾Ⓨ行ᖺ、

文献ྡとᥖ㍕ㄅ᝟ሗ、研究┠ⓗについ୍࡚ぴにࡋた㸦⾲

1㸧ࠋな࠾、ྠ୍ⴭ者のྠ୍の⤖ᯝを⏝い࡚いる 1文献を

㝖き、ศᯒᑐ㇟文献 �文献とࡋたࠋḟに、研究⤖ᯝから、

ձࠕ高齢者ࡣ就労にᑐ࡝࡚ࡋの࠺ࡼなࢬ࣮ࢽがあるのࡔ

か㸽࠺ࢁ 、ࠖղࠕ高齢者ࡣ就労を㏻࡝࡚ࡋの࠺ࡼな⤒㦂

を࡚ࡋいる࠺ࢁࡔか㸽 、ࠖճࠕ高齢者ࡣ就労を㏻࡝࡚ࡋ

の࠺ࡼなࡇとをᚓ࡚いるの࠺ࢁࡔか㸽ࠖとい࠺ศᯒの視

点でグ㏙をྲྀり出ࢻ࣮ࢥ、ࡋ໬ࡋたࠋ内ᐜの㢮ఝする࣮ࢥ

文୰でࠋたࡋリ࣮໬ࢦࢸ࢝、リ࣮໬ࢦࢸ࢝ࣈࢧを㞟めࢻ

࢝ࣈࢧࡣࠔ　ࠓ、ࢻ࣮ࢥࡣࠒ　ࠑ、グ㏙内ᐜࡣࠖ　ࠕ、ࡣ

࠙、リ࣮ࢦࢸ ࠋたࡋ♧⾲リ࣮でࢦࢸ࢝ࡣࠚ　
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足
度

 :
 予

備
的

事
例

調
査

か
ら

高
齢

者
の

就
労

目
的

・
実

態
・
満

足
度

等
を

調
査

し
、

若
年

就
労

者
と

の
違

い
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

支
援

の
必

要
度

に
つ

い
て

明
確

に
す

る
こ

と
6
5
歳

〜
7
0
歳

1
1
名

基
礎

的
事

項
（
性

別
、

年
齢

、
趣

味
、

健
康

、
年

金
等

）
、

現
職

状
況

（
職

務
内

容
、

勤
務

日
数

、
勤

務
時

間
、

通
勤

時
間

等
、

職
業

満
足

度
・
就

労
観

（
満

足
し

て
い

る
点

、
満

足
し

て
い

な
い

点
、

仕
事

を
し

て
い

る
理

由
、

こ
れ

ま
で

の
仕

事
に

対
す

る
考

え
、

こ
れ

ま
で

の
仕

事
経

緯
）
に

つ
い

て
、

半
構

造
化

面
接

法
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

4
辻

 哲
夫

2
0
1
3

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
（
社

会
技

術
研

究
開

発
）
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
創

る
新

し
い

高
齢

社
会

の
デ

ザ
イ

ン
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

「
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

の
就

労
モ

デ
ル

開
発

研
究

」

人
生

9
0
年

時
代

の
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

の
あ

り
方

（
個

人
の

生
き

方
の

問
題

）
と

、
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

高
齢

者
の

活
躍

場
所

の
創

造
（
地

域
の

高
齢

化
に

伴
う

問
題

）
を

、
「
生

き
が

い
就

労
」
と

い
う

場
の

創
造

を
通

じ
て

同
時

に
解

決
を

は
か

る
実

証
研

究
を

す
る

こ
と

。
こ

れ
か

ら
の

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

生
き

方
と

し
て

「
生

き
が

い
就

労
」
に

勤
し

む
生

活
が

如
何

に
有

用
で

あ
る

か
を

明
ら

か
に

し
て

い
く
こ

と
が

本
研

究
の

達
成

目
標

で
あ

り
、

本
研

究
で

取
組

ん
だ

こ
と

は
、

①
生

き
が

い
就

労
事

業
を

創
成

す
る

こ
と

、
②

ま
た

そ
の

事
業

が
も

た
ら

す
高

齢
者

個
人

等
に

対
す

る
効

果
を

複
線

的
に

検
証

す
る

こ
と

、
③

そ
し

て
、

こ
れ

ら
の

事
業

創
成

の
プ

ロ
セ

ス
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

す
る

こ
と

千
葉

県
柏

市
に

お
け

る
生

き
が

い
就

労
事

業
に

参
加

し
た

高
齢

者
1
7
4
名

参
加

型
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

5
山

口
 初

代
,

大
湾

 明
美

,
佐

久
川

 政
吉

ら
2
0
1
4

男
性

高
齢

者
の

"
生

き
が

い
就

労
"
の

実
態

と
ニ

ー
ズ

 :
 A

島
の

当
事

者
の

語
り

か
ら

男
性

高
齢

者
の

新
た

な
介

護
予

防
の

支
援

方
法

を
見

出
す

た
め

に
、

当
事

者
の

語
り

か
ら

生
き

が
い

就
労

の
実

態
と

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

沖
縄

県
A

島
で

民
泊

受
入

を
し

て
い

る
6
5
歳

以
上

の
男

性
高

齢
者

4
名

研
究

協
力

者
の

概
要

、
生

き
が

い
就

労
の

実
態

、
生

き
が

い
就

労
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
半

構
造

化
し

た
面

接
質

問
紙

調
査

を
行

い
、

帰
納

的
に

整
理

6
大

浦
 明

美
2
0
1
5

独
立

型
社

会
福

祉
士

に
お

け
る

高
齢

期
の

就
労

継
続

要
因

地
域

で
成

年
後

見
人

を
受

任
し

て
い

る
独

立
型

社
会

福
祉

士
の

職
務

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

の
プ

ロ
セ

ス
と

社
会

福
祉

援
助

技
術

等
に

つ
い

て
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
を

し
、

そ
の

分
析

か
ら

生
涯

現
役

を
め

ざ
す

就
労

継
続

要
因

に
つ

い
て

検
証

す
る

こ
と

都
道

府
県

社
会

福
祉

士
会

の
会

員
で

、
後

見
業

務
を

行
っ

て
い

る
高

齢
者

1
0
名

個
別

の
半

構
造

化
面

接
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

M
-
G

T
A

法
で

分
析

※
ID

1
と

ID
2
は

、
同

一
著

者
で

あ
り

、
同

一
の

結
果

を
用

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
分

析
対

象
文

献
は

ID
2
を

除
く
5
文

献
で

あ
る

対
象

方
法

研
究

目
的

ID
著

者
名
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名
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1. ᑵປのṔྐⓗ࡞⫼ᬒ

就労に関するࢃが国のᨻ⟇ࡣ、➨஧ḟୡ⏺大ᡓᚋの

♫఍ⓗ࣭⤒῭ⓗΰ஘のなかไᐃࢀࡉたࠕ職ᴗᏳᐃἲࠖ

㸦19�� ᖺ㸧に㐳り、ồ職者にᑐ࡚ࡋ職ᴗᣦᑟ、職ᴗ⤂介、

職ᴗカ⦎な࡝がᥦ౪ࢀࡉたࠋᮅ㩭ᡓதのຨⓎ㸦19�� ᖺ㸧

で、ℜṚの≧ែであࡗた᪥ᮏ⤒῭୍ࡣẼにዲ㌿ࡋたࡶ

のの、ᡓத⿕ᐖをཷࡅた身体㞀ᐖ者の就職が౫↛とࡋ

࡚きࢃめ࡚ཝࡋい≧ἣにあࡗた࡚ࡋࡑࠋ、国㝿労ാᶵ

関㸦,/2㸧⥲఍で᥇ᢥࢀࡉたࠕ㞀ᐖ者の職ᴗリࣅࣁリ࣮ࢸ

に関する່࿌ࣥࣙࢩ 㸦ࠖ19�� ᖺ㸧が国㝿ⓗにᢎ認࡚ࢀࡉ

きたࡇとࡅཷࡶ、஦ᴗ୺に୍ᐃ௨ୖの身体㞀ᐖ者を㞠

⏝するࡇとを⩏ົ௜ࡅる身体㞀ᐖ者㞠⏝ಁ㐍ἲ㸦19��

ᖺ㸧がไᐃࢀࡉた19ࠋ�� ᖺ代༙ࡤ௨㝆、労ാᇶ‽ἲが

㐺⏝ࢀࡉるാき᪉である㞠⏝と区ูࡋ、౑いศࡅるた

めに、ᥦၐ者ࡣ୙ヲであるが⚟♴ⓗ就労とい࠺⏝ㄒが

⏝いらࢀる࠺ࡼになࡗたࠋ

とࢁࡇで、高齢者の就労につい࡚、大Ἑ内㸦19�1㸧ࡣ、

就労を㏻࡚ࡌ⏕きがいをᚓる高齢者の⏕きがい就労をᥦ

ၐ࣮ࣂࣝࢩ、ࡋ人ᮦ࣮ࢱࣥࢭが19��ᖺタ❧࡚ࢀࡉいࡗたࠋ

2. ᑵປの定⩏࡜㢮ఝᴫᛕ

᪥ᮏ国᠇ἲ➨ 2� ᮲でࡣ、労ാのពᛮと⬟ຊのあるす

労ാのᶵ఍をồめるᶒ฼を᭷࡚ࡋの者が国ᐙにᑐ࡚࡭

⾲就労のᐃ⩏につい࡚㸦ࠋいる㸦労ാᶒ㸧࡚ࡋ 2㸧、ᯇⅭ

㸦199�㸧ࡣ、㞀ᐖのある人がാࡃᙧែとࡋ、᪥ᮏ♫఍ಖ

㞀ἲ学఍㸦2��1㸧ࡣ、労ാዎ⣙にᇶづࡃ㞠⏝とࡣ区ูࡉ

学఍ࣥࣙࢩ࣮ࢸリࣅࣁ᪥ᮏ職ᴗリࠋたࡋる労ാᙧែとࢀ

職リࣁ⏝ㄒ研究検討ጤ員఍㸦2��2㸧ࡣ཰ධをక࠺⏕⏘ⓗ

活動にᚑ஦するࡇと、山ᮧ㸦2�11㸧ࡣఱらかの⤒῭活動

にᇶづࡃసᴗ࣭ᴗົ活動な࡝にᚑ஦するࡇととࡑ、ࡋの

୰に⚟♴ⓗ就労を఩⨨づࡅたࠋ㕥ᮌ㸦2�1�㸧ࡣ、♫఍活

動に就ࡇࡃととࡋたࡇࠋの࠺ࡼに、就労のᐃ⩏ࡣ♫఍ⓗ

ᙅ者をྵࡴ、す࡚࡭の者が、⏕⏘ⓗ活動にᚑ஦するࡇと

にࡼり、ࡑのᑐൾと࡚ࡋ௚者との┦஫స⏝が⏕ࢀࡲるࡇ

とであるࠋᑐൾࡣ、⌧金཰ධ、⾰㣗住にᚲせなࣔࣀ、⣊

な࡝と࡚ࡋ఩⨨づࡅたࡶのがあࡗたࠋ

就労の㢮ఝᴫᛕにࠕ、ࡣ労ാ ௙஦ࠕࠖ、 職ᴗࠕࠖ、 就職ࠕࠖ、 、ࠖ

就ᴗࠕ ⏝㞠ࠕࠖ、 、ࠖがあࡗた㸦⾲ 3㸧ࠕࠋ労ാࠖࡣ、ാࡇࡃ

ととྠ⩏ㄒである┠ⓗをࡗࡶた⏕⏘ⓗ活動であり、労ാ

を人㛫の行Ⅽ඲⯡とࡳ࡚ࡋたࡶのをࠕ௙஦ 、ࠖ労ാを⏕

ᴗとࡳ࡚ࡋたࡶのをࠕ職ᴗࠖとつᐃࢀࡉるࠋ就労のୗ఩

ᴫᛕと࡚ࡋ、௙஦に就ࡇࡃと㸦ᚓるࡇと㸧のࠕ就職 、ࠖ

就労する行Ⅽ࣭すなࡕࢃᴗົにᐇ㝿にᦠࢃるࡇとࡑࡸの

活動のࠕ就ᴗࠖがある࡚ࡋࡑࠋ、♫఍ⓗᙅ者をᑐ㇟とࡋ

たാき᪉の就労のᑐᴫᛕであるࠕ㞠⏝ࠖࡣ、労ാᇶ‽ἲ

が㐺⏝ࢀࡉるാき᪉であるࡇࠋの࠺ࡼに、就労ࡣ、労ാ

、ᴫᛕでありࡴ職ᴗ、就職、就ᴗをྵ、ࢀࡲ௙஦にྵࡸ

㞠⏝のᑐᴫᛕであࡗたࠋ

表２．就労の定義

松為
（1998）

障害のある人が働く形態であり、賃金の助成や特別の保護的な職場環境の提供を受けないで競争的な労働市場に参加している場合（雇用、在宅就労）と、
それらを含む公共的な支援のもとに就業の機会が確保されている場合（福祉的就労）に区分することができ、この両者をさす。

日本社会
保障法学
会（2001）

労働契約に基づく雇用とは区別される労働形態であり、次の3つの種類が含まれる。（a）請負や委託などの民法上の契約に基づく就労（家内労働法の対象と
なる家内労働、労働基準法や被用者保険が原則として適用されない個人事業主）。（ｂ）障害者や高齢者などを対象とする、法令上の根拠に基づく特別な就
労形態（福祉諸法に基づく「授産施設」での福祉的就労、高年齢者雇用安定法に基づく「シルバー人材センタ－」での高年齢者の生きがい就労）。（c)労働者
協同組合やワーカーズ・コーポラティブと呼ばれる新たな自立的組織を通じた就労である。

日本職業
リハビリ

テーション
学会職リ
ハ用語研
究検討委

員会
（2002）

収入を伴う生産的活動に従事することであり、大きく2つに分かれる。「一般就労」（competitive work、「一般雇用：competitive employment」も日本においては
同義）は雇用契約を結び賃金の支払いを受ける形態であり、それに対して雇用契約を結ばず賃金の支払いを受けない（作業の結果としての収入の分配であ
る工賃は受け取る）形態を「福祉的就労」という。さらに日本では制度的に採用されていないが「保護雇用」という概念がある。概念としては障害者に対してそ
の障害特性に合わせた何らかの配慮を伴う就労形態をいう。

山村
（2011）

「一般就労」・「福祉的就労」・「在宅就労」からなる概念で、何らかの経済活動に基づく作業・業務活動などに従事することであり、就労の下位概念として仕事
に就くこと（得ること）を「就職」、就労における実務に携わる行為を「就業」とする。

鈴木
（2015）

人たるに値する生活を営むために、社会的活動に就くこととし、一個人に留まらない概念である。
自身の糧を他者に提供するたとえばボランティア活動、特に直接的な見返りを求めない一方的な‘施し’である場合は、提供する活動そのものは就労ではな
い。しかしその‘施し’を他のモノと交換して新たな糧を得るならば、他者にとってはそられの行為を含めて就労になりうる。就労はこのように、他者の存在に
よっても成り立つ多面的な性格を有することから、主観的な概念であるとともに社会的な概念である。

提唱者 定義

表 2　就労の定義

㸫 2� 㸫

高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



3. 㧗㱋⪅のᑵປ࡟㛵ࡿࡍᅜෆ文献の検討

�）㧗㱋⪅のᑵປࢬ࣮ࢽࡿࡅ࠾࡟

高齢者の就労にࡅ࠾るࡣࢬ࣮ࢽ、࠙ ೺ᗣな㝈りࣛࣇ࢖

に出たいࡂ✌࡚ࡋとࣝ࢖ࢱࢫ 、ࠚ࠙ 就労で⮬ศのᒃ場所が

いࡋ࡯ ാきたいࡃࡋᴦࡃാきたいときに↓⌮な、࠙ࠚ ᙉ、࠙ࠚ

たいࡕ❧合いながら、ᙺにࡅ௰㛫とຓࡋを活かࡳ 、ࠚ࠙ ࠾

ୡヰになࡗた఍♫ࡸ地ᇦにᜠ㏉ࡋがࡋたいࠚの ࢦࢸ࢝�

リ࣮と 1� ⾲た㸦ࡗリ࣮があがࢦࢸ࢝ࣈࢧ �㸧ࠋ௨ୗ、࢝

ࠋリ࣮の౛をㄝ明するࢦࢸ

㸦1㸧࠙ ാきたいときに↓⌮なࡃᴦࡃࡋാきたい Ꮠᩘࠕࠑ㸸ࠚ

をࡳࣥࢪࣥࢽたいにࡪらୗࡆらࡸ࡚ࢀるのࠋࡔ᎘࠺ࡶ、ࡣ

ࠒാきたい࡚ࢀࡉので、㔜い㈐௵からゎᨺࠋないࠖࡃりたࡸ

㸦,'1㸧のࡲࢀࡇࠓでࡣ⏕活࡚ࡋいࡃために↓⌮࡚ࡋࡶき

たが、ࢀࡇからࡣ㔜い㈐௵からゎᨺ࡚ࢀࡉാきたい࣮ࢽࠔ

ࠋたࡗがあࢬ

㸦2㸧࠙ たいࡋがࡋ地ᇦにᜠ㏉ࡸ♫た఍ࡗୡヰにな࠾ ⮬ࠑ㸸ࠚ

ᕫ‶足ⓗな⏕き᪉ࡼり、௙஦を㏻࡚ࡋ♫఍ࡸ఍♫࡬の㈉

献につながるṑ㌴となࢀる࠺ࡼな┠ⓗࡸ㈇Ⲵをࡕࡶなが

らാきたいࠒ㸦,'3㸧の࠾ࠓୡヰになࡗた఍♫ࡸ♫఍࡬の

ᜠ㏉ࡋとなる௙஦がࡋたいࢬ࣮ࢽࠔがあࡗたࠋ

高齢者、ࡣࢬ࣮ࢽるࡅ࠾に、高齢者の就労に࠺ࡼのࡇ

ᮏ人のためࡅࡔでなࡃ、௰㛫ࡸ఍♫ࡸ地ᇦな࡝の高齢者

ᮏ人௨外の௚者のための࡚ࢀࡲྵࡶࢬ࣮ࢽいたࠋ

表 3　就労の類似概念
表３．就労の類似概念

労働
就労よりも広い概念を指すものと捉えられる傾向がある。働くこととほぼ同じ意味で用いられている。就労に比べると賃労働としての印象が弱く、目的をもった
生産的活動ということが強調された概念となっており、このことは、近代になって「労働」のなかに家事労働などのシャドウ・ワークといわれる労働が含まれる
ようになったことによって、その概念が拡大されたこととも関連がある。

仕事 職業に比べ広範で多様な意味を含む言葉として、人間の行為全般をさすような一般性の高い言葉として用いている。

職業 就労や就業よりもさらに限定的、あるいは生計をたてるための仕事、生業のように賃労働の印象が強い。

就職 就労の下位概念として仕事に就くこと（得ること）である。

就業 就労における実務に携わる行為である。

雇用
就労の対概念として位置づけられている。対義語という意味ではなく、一つの事象を表す二つの言葉として不可分の組み合わせという意味である。労務者と
使用者の間で交わされる労働契約あるいはその契約を交わすこと。

出典：山村りつ. (2011). MINERVA社会福祉叢書㊳　精神障害者のための効果的就労支援モデルと制度―モデルに基づく制度のあり方―, 23-29, ミネルヴァ書房を一部抜粋して作成

概念名 説明
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表４．高齢者の就労におけるニーズ

ID コード サブカテゴリー カテゴリー

3 定年退職後、年金だけで暮らせず、生活していくために収入がほしい

4 働くことで、僅かでも年金にプラスされる収入を得て、生活のゆとりをふやしたい

3 定年退職まであと1年だったがリストラにあったため、フルタイムで働くことに関心がある

4
高齢男性は、“働きに出る”という最も長年慣れ親しんだライフスタイルである「就労」の場が地
域にほしいという意見をもっている

4 まだまだ身体が元気なうちは、活躍できるので働きつづけたい

1
“生きていて健康な限り働くのは当然”、“時間より早く来て、自分の持ち場を確認するのは当
然”という価値観で与えられた職務に取り組んできたので、これからも何らかの形で働きつづけた
い

3
定年退職後の念願であった「束縛されない生活」は、趣味もない私にとって時間が有りすぎること
で、うつ状態となり、ろくなことを考えないので、どうにかしたい（時間をつぶしたい）

定年退職後の有りすぎる時間を
どうにかしたい

3 経済的に余裕があっても、家に居てもすることが無い生活に耐えられず、家から出る機会がほしい

4
高齢男性は、“働きに出る”という明確な外出目的と明確な自分の役割（居場所）を与えられるこ
とを希望している

3
年金暮らしでの固定資産税や保険料の負担が妻ともめる原因になっており、遊ぶお金（ゴルフ・
酒）を続ける資金は自ら稼ぎ、妻ともめることを避けたい

3
定年退職後、妻から「毎日家に居られると困る」とまるでゴミのように扱われ、図書館ばかり行っ
ているわけにもいかないので、外出目的をつくりたい

3
失業保険をもらって、家に居てもすることがなく、朝から晩まで妻とはいられないので、外出した
い

3
定年退職後は自宅でゆっくりしたいと考えていたが、妻にまるで生ゴミ扱いされ、妻は妻の世界が
あり、夫婦の考え方が違っていることに気がついたので、軋轢を避けるため外出したい

3 体力に合わせて、通勤は狭いほうがいい

1
加齢による体力的な衰えや持病などのため、現役時代と同じ時間・日数・ペースで働くことは難し
いので、長時間にならず、週3回ぐらいでシェアして働く形態がいい

4
現役当初のように週5日フルタイムの働き方ではなく、できるだけフレキシブルな形で、短日、短
時間での無理のない働き方を希望している

1
時間の制約を受ける働き方を40年近くしてきたので、これからは都合にあわせ、もっと自由に（柔
軟な勤務で）働きたい

5 身体への負担を気遣いながら、民泊事業を継続したい

5 子ども達との行動は楽しいが疲れるので、民泊を辞めることも検討したい

3

今までは生活するための資金づくりだったし、「仲間に負けてたまるか、トップになりたい」と、
少々の無理もしたが、これからは血圧が上がるような苦情対応の仕事は絶対にしたくないし、スト
レスがない仕事がしたい

3
「今は、老眼だし、力仕事は無理だし、危険を伴う仕事は嫌だし、物を売ったり、人間関係でなん
だかんだするのはもうたくさん」なので、私の心身機能に似合った仕事に就きたい

1 重い責任を負って働くだけの気力が、今はないので、責任が軽い仕事で無理なく働きたい

1
「数字をニンジンみたいにぶら下げられてやるのは、もう嫌だ。やりたくない。」ので、重い責任
から解放されて働きたい

1 重い責任を担わないことで、負担を感じずに、第二の人生は楽しくやっていきたい

3
これまでは家族を養う義務やローン完済するために背負うものがあったり、会社への熱意、自分の
存在する意義や昇格もあり、辛い仕事や責任が重い仕事も我慢して頑張ってきたが、そういった拘
束がない今は責任が無い仕事に就きたい

1 仕事は、命令されず、自分で采配でき、軌道修正をしながら進めていきたい

1 仕事は、自分で考え、自分でしたいという目標や夢に向かって、工夫して自律的に進めていきたい

1 楽しく働けることを条件に仕事に就きたい

3 生活費の補足は、過去の仕事の経験を活かせる仕事（人にかかわること）でしたい

1 不慣れな仕事ではなく、自分の過去の経験を活かして、世の中に参加していきたい

1 自分の今までの知識を仕事に活かしたい

1
病気になったとき、いそがしいときに顧客の要求に、自分だけで対応できるだろうかという恐怖か
ら逃れて働きつづけるために、仲間でお互いの経験を共有し、成長し合う場としたい

1 働く仲間同士で互いに助け合い、絆を感じながら、無理をしないで働きたい

1
働く仲間から自分が一方的に助けられるばかりではなく、相手を助けることで自分が仲間のために
役立っていると実感したい

1
「自分の人生を高めていくということを子供が見ている」と思うので、若い人たち（次世代）に何
かを伝えることで自らの存在意義を確認したい

1 「子供は親の背中を見て育つ」ので、若い世代（次世代）を導きたい

1
高齢期に入り、これまでさまざまな社会環境のなかで働いてきたこと、成長したことに感謝し、残
りに人生に、それに報いたいと思うので、これまで培った自らのさまざまな人生経験や知識を、若
い人たち（次世代）に継承し、役に立ちたい

3 姉からの就職の依頼に応えたい

3 前職の友人からの「この仕事を私に頼みたい」という依頼に応えたい。

1 誰かに助かった、さすがプロだねと言われることが自分の喜びであり、顧客のために役に立ちたい

1
みんなに喜ばれることが、私のエネルギーとして自分に返ってくるので、顧客にありがとうと言わ
れたい

1 自分が今あるのは、会社や社会にお世話になったからであり、恩返ししたい

3
自己満足的な生き方より、仕事を通して、社会や会社への貢献につながる歯車となれるような目的
や負荷をもちながら働きたい

1 最近病気にかかって歩けなりつつあるが、歩けるうちに世の中に恩返したい

6 人との関わりや社会との接点を持ちながら、地域に貢献できる仕事がしたい

5
これまで観光地でなかった島には観光マップがないことから、観光マップづくりは、行政も含めた
島内外の関係者によるプロジェクトでつくる価値があることを提案するなど、地域の産業として組
織的に就労に取り組みたい

5
修学旅行生のお土産は、地元の産業活性化につなげるようにシステム化してほしいなど、島の産業
育成に組織的に取り組みたい

5 民泊事業を継続するために、民泊先の食事のメニューの均一化や質の向上に努めたい

お世話になった会社や社会への
恩返しとなる仕事がしたい

お
世
話
に
な
っ
た
会
社
や
地
域
に

恩
返
し
が
し
た
い地域の観光産業育成に取り組み

たい

老いや都合にあわせ、柔軟な勤
務形態で（フレキシブル、ワー
クシェアリング、狭い通勤範
囲）働きたい

働
き
た
い
と
き
に
無
理
な
く
楽
し
く
働
き
た
い

これまでは生活していくために
無理もしてきたが、これからは
重い責任から解放されて働きた
い

第二の人生は、新たな役割は、
命令されず、自律的に楽しく働
きたい

これまで培ってきた経験を活か
して働きたい

強
み
を
活
か
し
仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
役
に
立
ち
た
い

働く仲間同士で互いに助け合
い、共に成長し合う場にしたい

自分の働く背中を見ている若い
人が育つように、これまで培っ
てきたことを継承したい

関係者からの就職の依頼に応え
たい

顧客に喜ばれ、ありがとうと言
われたい

生活していくために年金にプラ
スする収入がほしい

健
康
な
限
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
し
て
稼
ぎ
に
出
た
い

長年慣れ親しんだライフスタイ
ルである就労の機会がほしい

生きていて健康な限り働くのは
当然のことであり、これからも
働き続けたい

就
労
で
自
分
の
居
場
所
が
ほ
し
い

外出目的と自分の役割（居場
所）がほしい

妻との軋轢を避けるために、外
に働きに出たい

表 4　高齢者の就労におけるニーズ
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高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



�）㧗㱋⪅のᑵປࡿࡅ࠾࡟⤒㦂

高齢者の就労にࡅ࠾る⤒㦂ࡣ、࠙ 介護予防で⪁いに㐺

ᛂࡋながら↓⌮なࡃാࡃ 、ࠚ࠙ ᴦࡳࡋと活動をศかࡕ合

࠺ 、ࠚ࠙ ⮬↛にぶࡳࡋඹ⏕する 、ࠚ࠙ ⤒きた࡚ࡗでᇵࡲࢀࡇ

㦂を活かす 、ࠚ࠙ ⪁いのᙉࡳを活かす 、ࠚ࠙ ␗なる౯್をཷ

㐺ᛂするࢀධࡅ 、ࠚ࠙ 地ᇦの⏘ᴗ⫱ᡂに㈉献するࠚの ࢝�

リ࣮とࢦࢸ 21 ⾲た㸦ࡗリ࣮があがࢦࢸ࢝ࣈࢧ �㸧ࠋ௨ୗ、

ࠋリ࣮の౛をㄝ明するࢦࢸ࢝

㸦1㸧࠙ࡲࢀࡇでᇵ࡚ࡗきた⤒㦂を活かす 、ࡣアࢽࢩ就労ࠑ㸸ࠚ

⏕のඛࡕࡲࠕ のࠖឡ⛠のࡶと、ㄞࡳ⪺かࡏ、ᢡり⣬、࠾手⋢、

ⓒ人୍㤳な࡝ఏᢎ㐟ࡧのᐇ㊶で活㌍࡚ࡋいるࠒ㸦,'�㸧の

࠼ఏࡋ⌧の⤒㦂をㄒり、෌ࡋきたᬽら࡚ࡗでᇵࡲࢀࡇࠓ

࡚いるࠔ⤒㦂があࡗたࠋ

㸦2㸧࠙ 地ᇦの⏘ᴗ⫱ᡂに㈉献する 㐩がࡶ࡝民Ἡの子ࠑ㸸ࠚ

ᓥのほග大౑になࢀる࠺ࡼ、ఱでࡶヰ࡚ࡋ⪺かࡏ、ᓥの

⏘ᴗ⫱ᡂに㈉献࡚ࡋいるࠒ㸦,'�㸧のࠓほග⏘ᴗに㈉献で

きる࠺ࡼ、地ᇦのⰋࡉを㢳ᐈ㸦民Ἡする子ࡶ࡝㐩㸧に

35 ࠋたࡗ㦂があ⤒ࠔいる࡚ࡋ

高齢者ᮏ、ࡣる⤒㦂ࡅ࠾に、高齢者の就労に࠺ࡼのࡇ

人࡬のᙳ㡪と௚者࡬のᙳ㡪があࡗたࠋ
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I
D

コ
ー

ド
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー

3
通

勤
は

健
康

づ
く

り
の

た
め

徒
歩

に
し

て
運

動
を

兼
ね

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
子

ど
も

達
と

の
お

し
ゃ

べ
り

は
、

認
知

症
予

防
に

も
な

る
と

思
う

の
で

、
話

す
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
で

の
食

事
は

子
ど

も
た

ち
に

遠
慮

な
く

セ
ル

フ
サ

ー
ビ

ス
で

お
か

わ
り

す
る

よ
う

伝
え

、
老

夫
婦

の
私

達
は

子
ど

も
達

の
世

話
で

疲
れ

す
ぎ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

共
同

生
活

す
る

と
き

の
部

屋
の

配
置

は
、

自
分

達
（

高
齢

者
）

は
夜

間
ト

イ
レ

に
よ

く
起

き
る

の
で

、
子

ど
も

達
の

睡
眠

の
邪

魔
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

種
類

が
倍

増
す

る
の

で
、

忘
れ

な
い

よ
う

に
メ

モ
を

と
る

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

数
が

倍
増

し
、

荷
物

が
持

て
な

く
な

る
の

で
、

売
店

に
行

く
回

数
を

増
や

し
て

い
る

6
高

齢
者

で
あ

る
自

分
の

老
後

も
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
年

齢
に

よ
る

仕
事

の
限

界
も

視
野

に
い

れ
て

新
規

の
仕

事
は

引
き

受
け

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
頭

を
使

わ
な

く
て

よ
い

単
純

作
業

で
、

頑
張

ら
な

く
て

よ
い

、
責

任
が

重
く

な
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

頑
張

ら
な

く
て

い
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

3
補

助
的

生
活

費
を

得
る

た
め

、
年

金
と

の
関

係
で

週
2
～

3
日

の
非

常
勤

的
な

勤
務

に
と

ど
め

て
い

る

3
年

金
と

の
関

係
で

、
週

3
～

4
日

の
勤

務
に

と
ど

め
て

い
る

3
年

金
は

先
行

き
不

安
で

あ
り

、
働

け
る

う
ち

は
働

き
、

年
金

の
給

付
を

7
0
歳

に
延

長
し

て
い

る

3
妻

と
の

軋
轢

を
避

け
遊

ぶ
資

金
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
稼

ぎ
は

、
妻

に
半

分
渡

し
、

残
り

半
分

は
妻

に
内

緒
で

使
う

よ
う

に
し

て
い

る

6
良

き
人

生
は

、
前

期
高

齢
者

と
し

て
の

自
分

の
生

活
と

仕
事

の
充

実
感

の
あ

る
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

努
め

て
い

る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

「
一

人
で

行
動

す
る

か
ら

ラ
イ

バ
ル

は
い

な
く

て
よ

い
。

車
に

乗
っ

た
ら

、
誰

の
指

図
も

さ
れ

な
い

、
売

り
上

げ
を

持
っ

て
返

れ
ば

何
も

文
句

が
出

な
い

、
休

憩
し

た
い

と
き

に
休

め
る

。
」

と
自

尊
心

を
確

保
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
と

子
ど

も
達

の
献

立
を

相
談

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
の

身
体

状
況

を
気

遣
い

な
が

ら
家

事
を

分
担

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

す
る

3
体

力
的

に
は

衰
え

は
感

じ
る

し
、

通
勤

時
間

が
負

担
に

な
っ

て
い

る
が

、
職

場
が

楽
し

い
か

ら
頑

張
っ

て
い

る

5
船

で
出

か
け

る
と

き
は

安
全

の
た

め
に

、
毎

回
、

若
者

の
友

人
に

乗
船

を
依

頼
し

て
い

る

6
自

分
ひ

と
り

が
一

生
懸

命
仕

事
に

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

が
公

式
に

も
非

公
式

に
も

活
か

せ
る

よ
う

に
意

識
し

て
い

る

4
「

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

新
し

い
働

き
方

を
創

造
す

る
」

を
テ

ー
マ

に
し

た
、

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
に

参
加

し
、

修
了

後
も

受
講

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
継

続
す

る
交

流
を

行
っ

て
い

る

3
同

世
代

の
職

場
仲

間
と

カ
ラ

オ
ケ

や
飲

み
に

行
き

、
交

流
し

て
い

る

5
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

す
る

た
め

、
島

の
特

産
品

を
子

ど
も

達
へ

の
お

土
産

に
す

る
こ

と
を

民
泊

仲
間

と
相

談
し

て
い

る

6
社

会
福

祉
士

と
し

て
の

仕
事

は
、

だ
れ

も
や

り
そ

う
も

な
い

案
件

を
率

先
し

て
引

き
受

け
、

信
用

や
人

的
な

つ
な

が
り

を
作

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

6
名

刺
交

換
だ

け
で

は
な

く
一

回
一

緒
に

仕
事

を
す

る
こ

と
で

、
人

脈
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

を
感

じ
て

い
る

の
で

、
自

分
の

存
在

を
わ

か
っ

て
も

ら
え

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
地

域
活

動
に

も
参

加
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

6
会

社
に

所
属

し
て

い
た

頃
は

、
会

社
名

と
い

う
後

ろ
盾

で
信

頼
関

係
が

で
き

て
い

た
が

、
退

職
後

は
自

分
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
力

が
試

さ
れ

る
こ

と
を

楽
し

む
よ

う
に

し
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

及
び

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

た
シ

ニ
ア

が
中

心
と

な
っ

て
、

雇
用

の
受

け
皿

と
な

る
事

業
所

を
新

た
に

組
織

し
、

就
労

の
場

を
提

供
し

て
い

る

4
高

齢
者

は
就

労
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

受
講

者
同

士
の

新
た

な
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

を
作

り
取

り
組

ん
で

き
た

4
介

護
施

設
の

食
事

補
助

や
園

芸
業

務
、

カ
フ

ェ
の

接
客

な
ど

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る

4
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

行
わ

れ
た

時
限

的
な

就
労

に
つ

い
て

も
、

高
齢

者
は

、
維

持
す

る
た

め
に

、
主

体
的

な
活

動
を

望
み

取
り

組
ん

だ

5
子

ど
も

達
に

喜
ん

で
も

ら
い

た
い

の
で

、
好

み
が

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
、

食
事

の
メ

ニ
ュ

ー
は

子
ど

も
達

と
相

談
す

る

5
島

外
か

ら
民

泊
に

き
た

子
供

達
に

、
島

の
良

さ
で

あ
り

、
リ

ク
エ

ス
ト

も
あ

る
釣

り
に

つ
れ

て
い

く
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
供

達
と

一
緒

に
釣

り
を

楽
し

み
、

連
れ

て
も

連
れ

な
く

て
も

、
釣

り
を

通
し

て
自

然
と

の
楽

し
み

方
を

伝
え

て
い

る

4
高

齢
者

に
よ

る
都

市
型

の
就

農
は

、
農

家
の

体
験

農
業

か
ら

農
業

ス
キ

ル
を

習
熟

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

め
た

4
高

齢
者

の
農

業
ス

キ
ル

の
習

得
に

も
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
農

業
塾

に
参

加
し

、
就

農
に

勤
し

ん
で

い
る

4
家

の
す

ぐ
近

く
で

農
業

（
緑

）
に

触
れ

合
い

な
が

ら
就

労
で

き
る

ミ
ニ

野
菜

工
場

は
、

企
業

の
支

援
や

識
者

の
指

導
を

仰
ぎ

な
が

ら
、

試
運

転
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

に
干

拓
で

変
化

し
た

湿
原

を
見

学
し

、
自

然
を

守
る

大
切

さ
と

、
自

然
の

美
し

さ
を

取
り

戻
す

役
割

が
あ

る
と

い
う

自
然

と
共

生
す

る
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

自
然

と
の

共
生

を
育

て
る

3
投

げ
や

り
な

気
持

ち
で

は
な

く
、

私
は

何
十

年
も

生
き

て
き

た
経

験
や

知
恵

が
あ

る
か

ら
、

自
分

で
職

場
環

境
に

合
わ

せ
ら

れ
る

し
、

合
わ

せ
て

い
く

し
か

な
い

と
思

う

3
前

職
で

経
験

の
あ

る
仕

事
に

就
き

、
誰

よ
り

も
き

ち
ん

と
能

率
よ

く
会

社
の

仕
事

を
し

て
い

る
と

い
う

自
負

し
て

取
り

組
ん

で
い

る

3
過

去
の

仕
事

の
経

験
を

活
か

せ
る

仕
事

（
人

に
関

わ
る

仕
事

）
を

見
つ

け
、

自
分

の
就

労
内

容
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

る

5
子

ど
も

達
が

喜
ぶ

潮
干

狩
り

で
楽

し
め

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
、

漁
師

の
経

験
を

活
か

し
潮

だ
け

で
な

く
風

や
天

気
な

ど
も

加
え

、
外

出
の

判
断

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

を
や

り
な

が
ら

、
自

分
の

経
験

や
体

験
を

客
に

教
え

た
り

、
元

々
の

営
業

マ
ン

精
神

で
客

を
喜

ば
せ

て
い

る

5
井

戸
水

で
生

活
に

困
っ

て
い

た
頃

に
国

に
水

道
事

業
の

要
請

を
し

た
過

去
の

体
験

を
語

り
、

生
活

の
経

験
を

活
か

し
て

い
る

4
海

外
生

活
経

験
を

活
か

し
て

、
「

英
対

話
」

や
「

英
語

あ
そ

び
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

学
塾

の
講

師
を

担
っ

て
い

る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

「
ま

ち
の

先
生

」
の

愛
称

の
も

と
、

読
み

聞
か

せ
、

折
り

紙
、

お
手

玉
、

百
人

一
首

な
ど

伝
承

遊
び

の
実

践
で

活
躍

し
て

い
る

5
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
食

べ
た

こ
と

の
な

い
子

ど
も

達
に

、
そ

の
食

べ
方

を
説

明
し

体
験

さ
せ

た
り

、
島

の
魚

で
魚

の
美

味
し

さ
を

味
あ

わ
せ

て
い

る
な

ど
、

暮
ら

し
の

経
験

を
伝

え
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

保
育

・
子

育
て

支
援

と
し

て
、

早
朝

7
時

半
か

ら
の

園
児

受
け

入
れ

や
保

育
補

助
、

園
児

の
午

睡
の

準
備

と
導

入
及

び
見

守
り

補
助

、
夕

方
5
時

ま
で

の
保

育
補

助
及

び
降

園
時

の
親

御
さ

ん
へ

の
引

渡
な

ど
短

時
間

の
業

務
カ

バ
ー

を
行

っ
て

い
る

5
好

き
嫌

い
の

あ
る

子
ど

も
に

は
食

べ
る

こ
と

の
必

要
性

を
実

感
で

き
る

よ
う

空
腹

感
を

あ
じ

あ
わ

せ
る

体
験

を
さ

せ
、

子
育

て
経

験
を

活
か

し
て

い
る

5
朝

食
抜

き
の

子
ど

も
が

潮
干

狩
り

で
歩

け
な

く
な

っ
た

時
、

朝
ご

飯
を

食
べ

る
必

要
性

を
伝

え
る

な
ど

、
食

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

を
連

れ
、

島
の

案
内

を
し

な
が

ら
、

子
ど

も
達

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
し

て
い

る
年

輩
者

と
し

て
若

い
人

た
ち

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
す

る

3
介

護
施

設
の

入
所

者
に

事
故

が
な

く
、

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

4
元

気
な

高
齢

者
が

親
世

代
の

高
齢

者
を

支
え

る
観

点
か

ら
、

居
室

の
掃

除
、

洗
濯

、
調

整
か

ら
通

院
を

は
じ

め
と

し
た

外
出

の
介

助
や

買
い

物
代

行
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

3
他

の
同

僚
の

不
出

来
、

能
率

の
悪

さ
が

気
に

な
っ

て
も

注
意

せ
ず

、
私

は
社

員
じ

ゃ
な

い
か

ら
と

自
分

に
言

い
聞

か
せ

て
い

る

3
自

分
よ

り
若

い
者

に
指

図
さ

れ
た

り
、

横
暴

な
言

葉
を

使
わ

れ
る

の
は

嫌
で

あ
る

が
、

一
つ

下
の

パ
ー

ト
だ

と
割

り
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
常

識
的

で
な

い
の

が
気

に
な

る
が

、
年

齢
の

高
い

私
た

ち
は

少
数

な
の

で
、

注
意

や
怒

っ
た

り
で

き
ず

、
自

分
を

抑
え

る
し

か
な

い

3
仕

事
に

対
す

る
責

任
も

な
い

分
、

要
望

を
言

う
権

利
も

な
い

と
割

り
き

っ
て

勤
め

て
い

る

3
正

職
員

と
の

待
遇

の
格

差
を

感
じ

不
満

が
あ

る
が

、
福

祉
施

設
は

人
間

関
係

が
う

る
さ

い
の

で
、

愚
痴

も
言

え
な

い

3
仲

間
は

欲
し

い
と

思
う

が
、

人
間

関
係

の
調

整
・

構
築

な
ど

煩
わ

し
く

な
い

、
希

薄
な

関
わ

り
を

し
て

い
る

3
こ

れ
ま

で
は

機
械

が
相

手
の

仕
事

を
し

て
き

た
が

、
今

は
孫

み
た

い
な

子
ど

も
や

若
い

人
に

頭
を

下
げ

な
き

ゃ
な

ら
な

い
人

間
関

係
に

気
を

遣
う

の
で

、
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

よ
う

に
辞

め
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
ど

う
し

て
も

気
に

な
る

と
き

は
、

ワ
ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
置

い
て

誰
か

に
伝

え
て

も
ら

っ
て

い
る

5
遅

れ
て

帰
っ

て
き

た
子

ど
も

達
に

お
腹

を
空

か
せ

て
待

っ
て

い
る

人
の

気
持

ち
を

伝
え

る
な

ど
、

心
地

よ
い

関
係

性
づ

く
り

に
配

慮
し

て
い

る

5
戦

争
や

歴
史

の
話

に
興

味
を

示
さ

な
い

子
ど

も
達

を
、

“
戦

争
の

話
は

も
う

少
し

大
人

に
な

ら
な

い
と

興
味

が
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
、

“
年

齢
が

若
い

か
ら

歴
史

に
は

興
味

が
持

て
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
な

ど
若

い
世

代
と

話
題

が
合

わ
な

く
て

も
受

け
入

れ
る

5
若

者
の

最
近

の
ト

ラ
ン

プ
の

ル
ー

ル
は

わ
か

ら
な

い
が

、
民

泊
の

子
供

達
が

仲
間

に
誘

っ
て

く
れ

る
の

で
断

ら
ず

に
子

ど
も

た
ち

に
ル

ー
ル

を
教

え
て

も
ら

っ
て

参
加

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

違
反

と
事

故
が

怖
く

、
酔

っ
払

い
や

や
く

ざ
に

絡
ま

れ
な

い
よ

う
、

安
全

の
確

保
に

努
め

て
い

る

5
子

ど
も

達
の

安
全

管
理

の
た

め
、

問
題

を
起

こ
し

そ
う

な
子

ど
も

早
め

に
見

つ
け

る
よ

う
観

察
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

へ
の

土
産

は
特

産
品

の
モ

ズ
ク

と
し

、
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

が
島

の
観

光
大

使
に

な
れ

る
よ

う
、

何
で

も
話

し
て

聞
か

せ
、

島
の

産
業

育
成

に
貢

献
し

て
い

る

5
島

の
観

光
客

が
増

え
る

こ
と

を
期

待
し

て
、

子
ど

も
達

に
接

し
て

い
る

観
光

産
業

に
貢

献
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

良
さ

を
顧

客
（

民
泊

す
る

子
ど

も
達

）
に

P
R
し

て
い

る

地 域 の 産 業 育

成 に 貢 献 す る

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
職

業
経

験
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
自

分
を

自
負

し
、

職
場

環
境

に
合

わ
せ

就
労

内
容

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

い
る

こ れ ま で 培 っ て き た 経 験 を 活 か す

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
暮

ら
し

の
経

験
を

語
り

、
再

現
し

伝
え

て
い

る

老 い の 強 み

を 活 か す

同
世

代
の

高
齢

者
同

士
が

関
わ

る
強

み
を

活
か

し
生

活
支

援
に

携
わ

る

同
僚

の
言

動
に

不
満

を
感

じ
て

も
、

正
職

員
で

な
い

こ
と

か
ら

自
分

の
意

見
を

抑
え

割
り

き
っ

て
い

る
異 な る 価 値 を 受 け 入 れ 適 応 す る

人
間

関
係

が
煩

わ
し

い
の

で
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

程
度

に
希

薄
に

関
わ

る

顧
客

の
気

持
ち

を
察

し
な

が
ら

関
わ

り
心

地
よ

い
関

係
性

づ
く

り
に

努
め

る

安
全

管
理

や
ト

ラ
ブ

ル
回

避
の

リ
ス

ク
管

理
を

行
う

自
然

に
親

し
み

農
業

ス
キ

ル
の

習
得

に
試

み
る

自 然 に 親 し み 共

生 す る

表
５

．
高

齢
者

の
就

労
に

お
け

る
経

験

運
動

や
認

知
症

予
防

も
兼

ね
て

、
仕

事
を

活
用

す
る

介 護 予 防 で 老 い に 適 応 し な が ら 、 無 理 な く 働 く

高
齢

者
で

あ
る

私
達

が
疲

れ
す

ぎ
た

り
し

な
い

よ
う

顧
客

と
相

談
し

て
い

る

老
い

に
合

わ
せ

、
働

き
方

を
工

夫
し

て
い

る

都
合

に
あ

わ
せ

て
年

金
に

プ
ラ

ス
す

る
収

入
を

稼
ぐ

自
尊

心
を

保
ち

な
が

ら
仕

事
に

取
り

組
む

充
実

感
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
努

め
る

家
族

や
友

人
で

力
を

合
わ

せ
協

力
し

て
い

る

楽 し み と 活 動 を 分 か ち 合 う

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

つ
く

る
交

流
を

し
て

い
る

住
民

同
士

の
つ

な
が

り
か

ら
就

労
の

場
を

提
供

す
る

た
め

の
組

織
を

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る 関
わ

り
を

楽
し

む

表
5
　
高
齢
者
の
就
労
に
お
け
る
経
験

㸫 2� 㸫

高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



I
D

コ
ー

ド
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー

3
通

勤
は

健
康

づ
く

り
の

た
め

徒
歩

に
し

て
運

動
を

兼
ね

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
子

ど
も

達
と

の
お

し
ゃ

べ
り

は
、

認
知

症
予

防
に

も
な

る
と

思
う

の
で

、
話

す
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
で

の
食

事
は

子
ど

も
た

ち
に

遠
慮

な
く

セ
ル

フ
サ

ー
ビ

ス
で

お
か

わ
り

す
る

よ
う

伝
え

、
老

夫
婦

の
私

達
は

子
ど

も
達

の
世

話
で

疲
れ

す
ぎ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

共
同

生
活

す
る

と
き

の
部

屋
の

配
置

は
、

自
分

達
（

高
齢

者
）

は
夜

間
ト

イ
レ

に
よ

く
起

き
る

の
で

、
子

ど
も

達
の

睡
眠

の
邪

魔
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

種
類

が
倍

増
す

る
の

で
、

忘
れ

な
い

よ
う

に
メ

モ
を

と
る

よ
う

に
し

て
い

る

5
民

泊
で

は
食

材
の

買
い

物
の

量
と

数
が

倍
増

し
、

荷
物

が
持

て
な

く
な

る
の

で
、

売
店

に
行

く
回

数
を

増
や

し
て

い
る

6
高

齢
者

で
あ

る
自

分
の

老
後

も
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
年

齢
に

よ
る

仕
事

の
限

界
も

視
野

に
い

れ
て

新
規

の
仕

事
は

引
き

受
け

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
頭

を
使

わ
な

く
て

よ
い

単
純

作
業

で
、

頑
張

ら
な

く
て

よ
い

、
責

任
が

重
く

な
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

頑
張

ら
な

く
て

い
い

仕
事

で
も

、
個

人
的

に
は

責
任

を
課

し
取

り
組

ん
で

い
る

3
補

助
的

生
活

費
を

得
る

た
め

、
年

金
と

の
関

係
で

週
2
～

3
日

の
非

常
勤

的
な

勤
務

に
と

ど
め

て
い

る

3
年

金
と

の
関

係
で

、
週

3
～

4
日

の
勤

務
に

と
ど

め
て

い
る

3
年

金
は

先
行

き
不

安
で

あ
り

、
働

け
る

う
ち

は
働

き
、

年
金

の
給

付
を

7
0
歳

に
延

長
し

て
い

る

3
妻

と
の

軋
轢

を
避

け
遊

ぶ
資

金
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
稼

ぎ
は

、
妻

に
半

分
渡

し
、

残
り

半
分

は
妻

に
内

緒
で

使
う

よ
う

に
し

て
い

る

6
良

き
人

生
は

、
前

期
高

齢
者

と
し

て
の

自
分

の
生

活
と

仕
事

の
充

実
感

の
あ

る
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

努
め

て
い

る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

「
一

人
で

行
動

す
る

か
ら

ラ
イ

バ
ル

は
い

な
く

て
よ

い
。

車
に

乗
っ

た
ら

、
誰

の
指

図
も

さ
れ

な
い

、
売

り
上

げ
を

持
っ

て
返

れ
ば

何
も

文
句

が
出

な
い

、
休

憩
し

た
い

と
き

に
休

め
る

。
」

と
自

尊
心

を
確

保
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
と

子
ど

も
達

の
献

立
を

相
談

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

し
て

い
る

5
民

泊
の

時
に

は
、

妻
の

身
体

状
況

を
気

遣
い

な
が

ら
家

事
を

分
担

し
、

家
族

で
力

を
合

わ
せ

協
力

す
る

3
体

力
的

に
は

衰
え

は
感

じ
る

し
、

通
勤

時
間

が
負

担
に

な
っ

て
い

る
が

、
職

場
が

楽
し

い
か

ら
頑

張
っ

て
い

る

5
船

で
出

か
け

る
と

き
は

安
全

の
た

め
に

、
毎

回
、

若
者

の
友

人
に

乗
船

を
依

頼
し

て
い

る

6
自

分
ひ

と
り

が
一

生
懸

命
仕

事
に

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

が
公

式
に

も
非

公
式

に
も

活
か

せ
る

よ
う

に
意

識
し

て
い

る

4
「

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
の

新
し

い
働

き
方

を
創

造
す

る
」

を
テ

ー
マ

に
し

た
、

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
に

参
加

し
、

修
了

後
も

受
講

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
継

続
す

る
交

流
を

行
っ

て
い

る

3
同

世
代

の
職

場
仲

間
と

カ
ラ

オ
ケ

や
飲

み
に

行
き

、
交

流
し

て
い

る

5
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

す
る

た
め

、
島

の
特

産
品

を
子

ど
も

達
へ

の
お

土
産

に
す

る
こ

と
を

民
泊

仲
間

と
相

談
し

て
い

る

6
社

会
福

祉
士

と
し

て
の

仕
事

は
、

だ
れ

も
や

り
そ

う
も

な
い

案
件

を
率

先
し

て
引

き
受

け
、

信
用

や
人

的
な

つ
な

が
り

を
作

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

6
名

刺
交

換
だ

け
で

は
な

く
一

回
一

緒
に

仕
事

を
す

る
こ

と
で

、
人

脈
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

を
感

じ
て

い
る

の
で

、
自

分
の

存
在

を
わ

か
っ

て
も

ら
え

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
地

域
活

動
に

も
参

加
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

6
会

社
に

所
属

し
て

い
た

頃
は

、
会

社
名

と
い

う
後

ろ
盾

で
信

頼
関

係
が

で
き

て
い

た
が

、
退

職
後

は
自

分
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
力

が
試

さ
れ

る
こ

と
を

楽
し

む
よ

う
に

し
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

及
び

就
労

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

た
シ

ニ
ア

が
中

心
と

な
っ

て
、

雇
用

の
受

け
皿

と
な

る
事

業
所

を
新

た
に

組
織

し
、

就
労

の
場

を
提

供
し

て
い

る

4
高

齢
者

は
就

労
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

受
講

者
同

士
の

新
た

な
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

を
作

り
取

り
組

ん
で

き
た

4
介

護
施

設
の

食
事

補
助

や
園

芸
業

務
、

カ
フ

ェ
の

接
客

な
ど

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る

4
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

行
わ

れ
た

時
限

的
な

就
労

に
つ

い
て

も
、

高
齢

者
は

、
維

持
す

る
た

め
に

、
主

体
的

な
活

動
を

望
み

取
り

組
ん

だ

5
子

ど
も

達
に

喜
ん

で
も

ら
い

た
い

の
で

、
好

み
が

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
、

食
事

の
メ

ニ
ュ

ー
は

子
ど

も
達

と
相

談
す

る

5
島

外
か

ら
民

泊
に

き
た

子
供

達
に

、
島

の
良

さ
で

あ
り

、
リ

ク
エ

ス
ト

も
あ

る
釣

り
に

つ
れ

て
い

く
よ

う
に

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
供

達
と

一
緒

に
釣

り
を

楽
し

み
、

連
れ

て
も

連
れ

な
く

て
も

、
釣

り
を

通
し

て
自

然
と

の
楽

し
み

方
を

伝
え

て
い

る

4
高

齢
者

に
よ

る
都

市
型

の
就

農
は

、
農

家
の

体
験

農
業

か
ら

農
業

ス
キ

ル
を

習
熟

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

め
た

4
高

齢
者

の
農

業
ス

キ
ル

の
習

得
に

も
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
農

業
塾

に
参

加
し

、
就

農
に

勤
し

ん
で

い
る

4
家

の
す

ぐ
近

く
で

農
業

（
緑

）
に

触
れ

合
い

な
が

ら
就

労
で

き
る

ミ
ニ

野
菜

工
場

は
、

企
業

の
支

援
や

識
者

の
指

導
を

仰
ぎ

な
が

ら
、

試
運

転
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

に
干

拓
で

変
化

し
た

湿
原

を
見

学
し

、
自

然
を

守
る

大
切

さ
と

、
自

然
の

美
し

さ
を

取
り

戻
す

役
割

が
あ

る
と

い
う

自
然

と
共

生
す

る
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

自
然

と
の

共
生

を
育

て
る

3
投

げ
や

り
な

気
持

ち
で

は
な

く
、

私
は

何
十

年
も

生
き

て
き

た
経

験
や

知
恵

が
あ

る
か

ら
、

自
分

で
職

場
環

境
に

合
わ

せ
ら

れ
る

し
、

合
わ

せ
て

い
く

し
か

な
い

と
思

う

3
前

職
で

経
験

の
あ

る
仕

事
に

就
き

、
誰

よ
り

も
き

ち
ん

と
能

率
よ

く
会

社
の

仕
事

を
し

て
い

る
と

い
う

自
負

し
て

取
り

組
ん

で
い

る

3
過

去
の

仕
事

の
経

験
を

活
か

せ
る

仕
事

（
人

に
関

わ
る

仕
事

）
を

見
つ

け
、

自
分

の
就

労
内

容
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

る

5
子

ど
も

達
が

喜
ぶ

潮
干

狩
り

で
楽

し
め

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
、

漁
師

の
経

験
を

活
か

し
潮

だ
け

で
な

く
風

や
天

気
な

ど
も

加
え

、
外

出
の

判
断

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

を
や

り
な

が
ら

、
自

分
の

経
験

や
体

験
を

客
に

教
え

た
り

、
元

々
の

営
業

マ
ン

精
神

で
客

を
喜

ば
せ

て
い

る

5
井

戸
水

で
生

活
に

困
っ

て
い

た
頃

に
国

に
水

道
事

業
の

要
請

を
し

た
過

去
の

体
験

を
語

り
、

生
活

の
経

験
を

活
か

し
て

い
る

4
海

外
生

活
経

験
を

活
か

し
て

、
「

英
対

話
」

や
「

英
語

あ
そ

び
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

学
塾

の
講

師
を

担
っ

て
い

る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

「
ま

ち
の

先
生

」
の

愛
称

の
も

と
、

読
み

聞
か

せ
、

折
り

紙
、

お
手

玉
、

百
人

一
首

な
ど

伝
承

遊
び

の
実

践
で

活
躍

し
て

い
る

5
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
食

べ
た

こ
と

の
な

い
子

ど
も

達
に

、
そ

の
食

べ
方

を
説

明
し

体
験

さ
せ

た
り

、
島

の
魚

で
魚

の
美

味
し

さ
を

味
あ

わ
せ

て
い

る
な

ど
、

暮
ら

し
の

経
験

を
伝

え
て

い
る

4
就

労
シ

ニ
ア

は
、

保
育

・
子

育
て

支
援

と
し

て
、

早
朝

7
時

半
か

ら
の

園
児

受
け

入
れ

や
保

育
補

助
、

園
児

の
午

睡
の

準
備

と
導

入
及

び
見

守
り

補
助

、
夕

方
5
時

ま
で

の
保

育
補

助
及

び
降

園
時

の
親

御
さ

ん
へ

の
引

渡
な

ど
短

時
間

の
業

務
カ

バ
ー

を
行

っ
て

い
る

5
好

き
嫌

い
の

あ
る

子
ど

も
に

は
食

べ
る

こ
と

の
必

要
性

を
実

感
で

き
る

よ
う

空
腹

感
を

あ
じ

あ
わ

せ
る

体
験

を
さ

せ
、

子
育

て
経

験
を

活
か

し
て

い
る

5
朝

食
抜

き
の

子
ど

も
が

潮
干

狩
り

で
歩

け
な

く
な

っ
た

時
、

朝
ご

飯
を

食
べ

る
必

要
性

を
伝

え
る

な
ど

、
食

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

を
連

れ
、

島
の

案
内

を
し

な
が

ら
、

子
ど

も
達

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
し

て
い

る
年

輩
者

と
し

て
若

い
人

た
ち

の
将

来
に

役
立

つ
話

を
す

る

3
介

護
施

設
の

入
所

者
に

事
故

が
な

く
、

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
に

努
め

て
い

る

4
元

気
な

高
齢

者
が

親
世

代
の

高
齢

者
を

支
え

る
観

点
か

ら
、

居
室

の
掃

除
、

洗
濯

、
調

整
か

ら
通

院
を

は
じ

め
と

し
た

外
出

の
介

助
や

買
い

物
代

行
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

3
他

の
同

僚
の

不
出

来
、

能
率

の
悪

さ
が

気
に

な
っ

て
も

注
意

せ
ず

、
私

は
社

員
じ

ゃ
な

い
か

ら
と

自
分

に
言

い
聞

か
せ

て
い

る

3
自

分
よ

り
若

い
者

に
指

図
さ

れ
た

り
、

横
暴

な
言

葉
を

使
わ

れ
る

の
は

嫌
で

あ
る

が
、

一
つ

下
の

パ
ー

ト
だ

と
割

り
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
常

識
的

で
な

い
の

が
気

に
な

る
が

、
年

齢
の

高
い

私
た

ち
は

少
数

な
の

で
、

注
意

や
怒

っ
た

り
で

き
ず

、
自

分
を

抑
え

る
し

か
な

い

3
仕

事
に

対
す

る
責

任
も

な
い

分
、

要
望

を
言

う
権

利
も

な
い

と
割

り
き

っ
て

勤
め

て
い

る

3
正

職
員

と
の

待
遇

の
格

差
を

感
じ

不
満

が
あ

る
が

、
福

祉
施

設
は

人
間

関
係

が
う

る
さ

い
の

で
、

愚
痴

も
言

え
な

い

3
仲

間
は

欲
し

い
と

思
う

が
、

人
間

関
係

の
調

整
・

構
築

な
ど

煩
わ

し
く

な
い

、
希

薄
な

関
わ

り
を

し
て

い
る

3
こ

れ
ま

で
は

機
械

が
相

手
の

仕
事

を
し

て
き

た
が

、
今

は
孫

み
た

い
な

子
ど

も
や

若
い

人
に

頭
を

下
げ

な
き

ゃ
な

ら
な

い
人

間
関

係
に

気
を

遣
う

の
で

、
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

よ
う

に
辞

め
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

3
介

護
施

設
の

同
僚

の
若

い
職

員
の

利
用

者
へ

の
接

し
方

が
ど

う
し

て
も

気
に

な
る

と
き

は
、

ワ
ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
置

い
て

誰
か

に
伝

え
て

も
ら

っ
て

い
る

5
遅

れ
て

帰
っ

て
き

た
子

ど
も

達
に

お
腹

を
空

か
せ

て
待

っ
て

い
る

人
の

気
持

ち
を

伝
え

る
な

ど
、

心
地

よ
い

関
係

性
づ

く
り

に
配

慮
し

て
い

る

5
戦

争
や

歴
史

の
話

に
興

味
を

示
さ

な
い

子
ど

も
達

を
、

“
戦

争
の

話
は

も
う

少
し

大
人

に
な

ら
な

い
と

興
味

が
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
、

“
年

齢
が

若
い

か
ら

歴
史

に
は

興
味

が
持

て
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

”
な

ど
若

い
世

代
と

話
題

が
合

わ
な

く
て

も
受

け
入

れ
る

5
若

者
の

最
近

の
ト

ラ
ン

プ
の

ル
ー

ル
は

わ
か

ら
な

い
が

、
民

泊
の

子
供

達
が

仲
間

に
誘

っ
て

く
れ

る
の

で
断

ら
ず

に
子

ど
も

た
ち

に
ル

ー
ル

を
教

え
て

も
ら

っ
て

参
加

し
て

い
る

3
タ

ク
シ

ー
運

転
手

は
、

違
反

と
事

故
が

怖
く

、
酔

っ
払

い
や

や
く

ざ
に

絡
ま

れ
な

い
よ

う
、

安
全

の
確

保
に

努
め

て
い

る

5
子

ど
も

達
の

安
全

管
理

の
た

め
、

問
題

を
起

こ
し

そ
う

な
子

ど
も

早
め

に
見

つ
け

る
よ

う
観

察
し

て
い

る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

へ
の

土
産

は
特

産
品

の
モ

ズ
ク

と
し

、
島

の
産

業
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

5
民

泊
の

子
ど

も
達

が
島

の
観

光
大

使
に

な
れ

る
よ

う
、

何
で

も
話

し
て

聞
か

せ
、

島
の

産
業

育
成

に
貢

献
し

て
い

る

5
島

の
観

光
客

が
増

え
る

こ
と

を
期

待
し

て
、

子
ど

も
達

に
接

し
て

い
る

観
光

産
業

に
貢

献
で

き
る

よ
う

、
地

域
の

良
さ

を
顧

客
（

民
泊

す
る

子
ど

も
達

）
に

P
R
し

て
い

る

地 域 の 産 業 育

成 に 貢 献 す る

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
職

業
経

験
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
自

分
を

自
負

し
、

職
場

環
境

に
合

わ
せ

就
労

内
容

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

い
る

こ れ ま で 培 っ て き た 経 験 を 活 か す

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
暮

ら
し

の
経

験
を

語
り

、
再

現
し

伝
え

て
い

る

老 い の 強 み

を 活 か す

同
世

代
の

高
齢

者
同

士
が

関
わ

る
強

み
を

活
か

し
生

活
支

援
に

携
わ

る

同
僚

の
言

動
に

不
満

を
感

じ
て

も
、

正
職

員
で

な
い

こ
と

か
ら

自
分

の
意

見
を

抑
え

割
り

き
っ

て
い

る
異 な る 価 値 を 受 け 入 れ 適 応 す る

人
間

関
係

が
煩

わ
し

い
の

で
ス

ト
レ

ス
を

た
め

な
い

程
度

に
希

薄
に

関
わ

る

顧
客

の
気

持
ち

を
察

し
な

が
ら

関
わ

り
心

地
よ

い
関

係
性

づ
く

り
に

努
め

る

安
全

管
理

や
ト

ラ
ブ

ル
回

避
の

リ
ス

ク
管

理
を

行
う

自
然

に
親

し
み

農
業

ス
キ

ル
の

習
得

に
試

み
る

自 然 に 親 し み 共

生 す る

表
５

．
高

齢
者

の
就

労
に

お
け

る
経

験

運
動

や
認

知
症

予
防

も
兼

ね
て

、
仕

事
を

活
用

す
る

介 護 予 防 で 老 い に 適 応 し な が ら 、 無 理 な く 働 く

高
齢

者
で

あ
る

私
達

が
疲

れ
す

ぎ
た

り
し

な
い

よ
う

顧
客

と
相

談
し

て
い

る

老
い

に
合

わ
せ

、
働

き
方

を
工

夫
し

て
い

る

都
合

に
あ

わ
せ

て
年

金
に

プ
ラ

ス
す

る
収

入
を

稼
ぐ

自
尊

心
を

保
ち

な
が

ら
仕

事
に

取
り

組
む

充
実

感
と

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
努

め
る

家
族

や
友

人
で

力
を

合
わ

せ
協

力
し

て
い

る

楽 し み と 活 動 を 分 か ち 合 う

仲
間

と
の

横
の

つ
な

が
り

つ
く

る
交

流
を

し
て

い
る

住
民

同
士

の
つ

な
が

り
か

ら
就

労
の

場
を

提
供

す
る

た
め

の
組

織
を

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
で

柔
軟

に
活

動
し

て
い

る 関
わ

り
を

楽
し

む
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表 6　高齢者の就労における成果

3) 㧗㱋⪅のᑵປࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝ

高齢者の就労にࡅ࠾るᡂᯝࡣ、࠙ ⏕ィの⥔ᣢ 、ࠚ࠙ ೺ᗣづ

りࡃ 、ࠚ࠙ ⏕きがいづࡃり 、ࠚ࠙ ♫఍ཧຍ࣭♫఍㈉献 、ࠚ࠙ つ

ながりのಟ᚟࣭ᙉ໬ 、ࠚ࠙ ⪁いの㐺ᛂ の、ࠚ � リ࣮ࢦࢸ࢝

と1ࢦࢸ࢝ࣈࢧ�リ࣮があがࡗた㸦⾲�㸧ࠋ௨ୗ、ࢦࢸ࢝リ࣮

の౛をㄝ明するࠋ

㸦1㸧࠙ つながりのಟ᚟࣭ᙉ໬ ኵ፬でಟ学᪑行⏕の⪂ࠑ㸸ࠚ

民Ἡをጞめたが、ࡑのᑐᛂが㞴ࡋい᫬にࡣ、ᓥ外の子࡝

㐩のᖐᓥ㢖ᗘࡶ࡝㐩にᛂ᥼を౫㢗するので、ᓥ外の子ࡶ

がቑ࡚࠼いたࠒ㸦,'�㸧のࠓᐙ᪘とのつながりのᙉ໬ࠔの

ᡂᯝがあࡗたࠋ

㸦2㸧࠙⪁いの౯್のᐇឤ 、ࡣとࡇࡃാ࡚ࡋ఍⚟♴ኈと♫ࠑ㸸ࠚ

ある⛬ᗘいࢇࢁな人⏕⤒㦂ࡶᚲせなので㸦ⱝい᫬にẚ࡭

࡚㸧高ᖺ齢であるࡇとの౯್をឤࡌらࢀるࠒ㸦,'�㸧のࠓ㇏

ᐩな人⏕⤒㦂の౯್のᐇឤࠔのᡂᯝがあࡗたࠋ

࠙、ࡣるᡂᯝࡅ࠾に、高齢者の就労に࠺ࡼのࡇ ⏕ィの

⥔ᣢࡅࡔࠚでなࡃ、࠙೺ᗣづࡃり りࡃきがいづ⏕、࠙ࠚ ♫、࠙ࠚ

఍ཧຍ࣭♫఍㈉献ࠚな࡝の介護予防活動にࡶ⧅が࡚ࡗい

たࠋຍ࡚࠼、࠙つながりのಟ᚟࣭ ᙉ໬ ࠚいの౯್のᐇឤ⪂、࠙ࠚ

の高齢者のᑐ㇟≉ᛶにࡼるࡶのがあࡗたࠋ

ID コード サブカテゴリー カテゴリー

3 遊ぶ資金を稼ぎ、遊びのゴルフと外での一杯（酒）を続けている 趣味の資金づくり

3 社会保険が完備している 生活保障

5 民泊の仕事は、高齢者の健康保持に役立つ

3 通勤で歩く機会が増え、健康のために活用できている

3 健康のため通勤を徒歩にすることで、1時間は平気に歩く体力がついた

3 生活リズムが出来た 生活リズムが整う

3 就労してからは、時間がつぶせ、欝にならなくなった

3 お酒を飲まなくても済むようになった

3 惚けないようにしたいと健康づくりへの意欲が出来てきた

3 介護施設の入所者が喜ぶことが私のやりがいになっている

3 介護施設入所者が自分を頼りにしてくれることがやりがいになっている

3 「私がこの仕事を頼まれた、選ばれた」という満足感がある

6 人に必要とされていることが嬉しい

3 同世代の職場仲間とカラオケや飲みに行くのが楽しい 仲間と繋がる楽しさ

6
社会福祉士として働くことは、過去の人生経験が全部生きることから、こんなに嬉し
いことはない

3
タクシー運転手は、好きなときに客と話しができ、営業マンの経験が活かせ、客に喜
ばれることに満足している

3
誰よりもきちんと能率よく会社の仕事をしていることで、自分の存在意味や会社の歯
車として貢献している満足感がある

3 会社から「長く居てほしい」と期待され、会社に貢献している

5
何もない島での民泊は現金収入になるので、継続したいと、民泊は島の産業を育成し
ていた

地域産業育成

3 介護施設の入所者とのコミュニケーションが楽しい 新たなつながりの拡がり

3
定年退職後は、朝から晩まで妻とはいられないと思ったが、私は介護施設で働き、妻
は妻で好きに習い事をやっていて、丁度いい調和がとれている

3 妻の価値観を理解しようとする余裕ができた

3
外に稼ぎに出かけ、生活費の補足をすることで、妻が精神的なストレスを感じなく
なってきている

5
老夫婦で修学旅行生の民泊を始めたが、その対応が難しい時には、島外の子ども達に
応援を依頼するので、島外の子ども達の帰島頻度が増えていた

3 補助的生活費が得られ、孫や娘に小遣いがあげられる

6
社会福祉士として働くことは、ある程度いろんな人生経験も必要なので（若い時に比
べて）高年齢であることの価値を感じられる

豊富な人生経験の価値の実感
老
い
の

価
値
の

実
感

会社に所属し役割を果たす満足

つ
な
が
り
の
修
復
・
強
化

家族関係の修復

家族とのつながりの強化

社
会
参
加
・
社

会
貢
献

頼りにされる満足感とやりがい 生
き
が
い
づ
く
り

経験が活かせるうれしさ

表６．高齢者の就労における成果

生
計
の

維
持

歩く機会が増える

健
康
づ
く
り

メンタルヘルスへの効用

㸫 3� 㸫

高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―



ϫ �⪃ᐹ

1. 㧗㱋⪅のᑵປの≉ᚩ

�）㧗㱋⪅のᑵປࡓࡳࡽ࠿ࢬ࣮ࢽࡿࡅ࠾࡟≉ᚩ

高齢者の就労にࡅ࠾るࡣࢬ࣮ࢽ、高齢者ᮏ人のためࡔ

の高齢者ᮏ人௨外の௚࡝地ᇦなࡸ♫఍ࡸ௰㛫、ࡃでなࡅ

者のためのࢇྵࡶࢬ࣮ࢽでいたࠋ

୕ᡞ㸦19��㸧ࡣࠕ、ࡣたらࡇࠖࡃとのㄒ※ࠕࡣഐ㸦ࡣた㸧

をᴦにする 㸦ࠖ௚者をᴦにする㸧とࡋ、ᐙをᣐ点にࡋ、ᐙ

᪘とඹにാい࡚きた᪥ᮏ人の≉ᚩを㏙࡭たࡇࠋの࠺ࡼに、

高齢者の就労にࡅ࠾るࢬ࣮ࢽに࠾い࡚ࡶ、高齢者ᮏ人のた

めࡅࡔでなࡃ、௰㛫ࡸ఍♫ࡸ地ᇦな࡝の高齢者ᮏ人௨外の

௚者のためがྵ࠾࡚ࢀࡲり、⮬ຓ㸦ᮏ人࣭ ᐙ᪘のຓࡅ合い㸧

ඹ⏕♫఍で஫ຓ㸦関ಀ者㛫のຓ࡚ࡌ就労を㏻、ࡃでなࡅࡔ

ࠋたࢀࡉとが♧၀ࡇるᚲせがあるࡆ⧄合い㸧にࡅ

�）㧗㱋⪅のᑵປࡿࡅ࠾࡟⤒㦂ࡓࡳࡽ࠿≉ᚩ

高齢者の就労にࡅ࠾る⤒㦂ࡣ、高齢者ᮏ人࡬のᙳ㡪と

௚者࡬のᙳ㡪があࡗたࠋ

㎷ら㸦2�11㸧ࡣ、⏕きがい就労のࢺࣉࢭࣥࢥと࡚ࠗࡋ ാ

きたいときに↓⌮なࡃᴦࡃࡋാࡃ 、࠘ࠗ 高齢者の就労で地

ᇦのㄢ㢟ゎỴの㈉献につなࡆる࠘をᥦ♧࡚ࡋいるࠋᮏ研

究に࠾い࡚、ࠗാきたいときに↓⌮なࡃᴦࡃࡋാࡃ ࡣ࠘࠙ 介

護予防で⪁いに㐺ᛂࡋながら↓⌮なࡃാࡃ 、ࠚ࠙ ᴦࡳࡋと

活動をศかࡕ合࠺ 、ࠚ࠙ ⮬↛にぶࡳࡋඹ⏕する 、ࠚࠗ 高齢者

の就労で地ᇦのㄢ㢟ゎỴの㈉献につなࡆる࠘ࡲࢀࡇ࠙ࡣ

でᇵ࡚ࡗきた⤒㦂を活かす を活かすࡳいのᙉ⪂、࠙ࠚ ␗、࠙ࠚ

なる౯್をཷࡅධࢀ㐺ᛂする 、ࠚ࠙ 地ᇦの⏘ᴗ⫱ᡂに㈉献

するࠚをໟྵ࡚ࡋいると⪃࠼らࢀたࠋ

�）㧗㱋⪅のᑵປࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝࡓࡳࡽ࠿≉ᚩ

高齢者の就労にࡅ࠾るᡂᯝࡣ、࠙ ⏕ィの⥔ᣢࡅࡔࠚで

なࡃ、࠙ ೺ᗣづࡃり 、ࠚ࠙ ⏕きがいづࡃり 、ࠚ࠙ ♫఍ཧຍ࣭

♫఍㈉献ࠚな࡝の介護予防活動にࡶ⧅が࡚ࡗいたࠋຍ࠼

࡚、࠙ つながりのಟ᚟࣭ᙉ໬ 、ࠚ࠙ ⪁いの౯್のᐇឤࠚの

高齢者のᑐ㇟≉ᛶにࡼるࢦࢸ࢝リ࣮がᢳ出ࢀࡉたࠋ

⏕ィの⥔ᣢについ࡚ࡣ、高齢໅労者ୡᖏのᐙィが㯮Ꮠ

とな࡚ࡗいるのにᑐࡋ、高齢↓職ୡᖏのᐙィࡣ㉥Ꮠとな

り、୙足ศࡣ㈓⵳な࡝をྲྀりᔂ࡚ࡋ㈥࡚ࡗいるࡇとがሗ

࿌࡚ࢀࡉいる㸦⥲ົ┬⤫ィᒁ � 2�1�㸧ࡲࠋた、介護予防

活動につい࡚ࡣ、就労ࡣᇶᮏⓗ᪥ᖖ⏕活動స⬟ຊ㸦%$'/㸧

の⥔ᣢをཬࡰすࡇと、ᢚ࠺つᗘࡣ᭷ពにపୗするࡇと、

ඹྠ体ព識ࡣ᭷ពにୖ᪼する➼、就労が介護予防につな

がるࡇとをሗ࿌࡚ࡋいるࡇࠋの࠺ࡼに、高齢者の就労に

ࡇィの⥔ᣢ、介護予防活動がある⏕、࡚ࡋるᡂᯝとࡅ࠾

とࡣඛ行研究をᨭᣢする⤖ᯝであࡗたࠋ

高齢者のᑐ㇟≉ᛶとࡲࢀࡇ、࡚ࡋで⏕き࡚きたṔྐの

୰で、ᵝࠎなつながりがあるとྠ᫬に、ᐃᖺ㏥職ࡸ子⫱

࡚からのゎᨺにࡼり♫఍࣒ࢸࢫࢩからの㞳⬺をవ൤なࡃ

つながり、࡚ࡗ人⏕の᭱⤊段㝵にある高齢者にと、ࢀࡉ

のಟ᚟࣭ ᙉ໬のࡶつព࿡ࡣ大きいと⪃࠼るࠋ大湾ら㸦2��3㸧

りにつࡃる᪋タධ所高齢者の⏕きがいづࡅ࠾㞳ᓥに、ࡣ

い࡚アࣥࣙࢩࢡリࢳ࣮ࢧにࡼり、ᮏ人の⏕きがいづࡃり

りにࢃ᪋タ職員との関ࡸりࡲ῝ᐙ᪘関ಀの、ࡃでなࡅࡔ

た、㛗ᕊࡲࠋいる࡚ࡋἼཬຠᯝをሗ࿌࠺ᙳ㡪するといࡶ

㸦2�12㸧ࡣ、せ介護高齢者の♫఍ཧຍに↔点をあ࡚、人

と人とのつながりを┠ⓗとࡋた୺ほⓗな外出ࢬ࣮ࢽの充

足ࡣリࣅࣁリពḧが高ࡲり⏕活ᶵ⬟のಖᣢにつながると

つながりの、ࡶい࡚࠾௒ᅇの高齢者の就労にࠋいる࡚ࡋ

ಟ᚟࣭ᙉ໬がྍ⬟であるࡇとが♧၀ࢀࡉたࠋ

┬内、࡚ࡋᖺᮇのⓎ㐩ㄢ㢟と⪂、ࡣ࣐࣮ࣥࣗࢽ、たࡲ

に࡚ࡗࡼ⮬ศの㐣ཤの人⏕をཷࡅධࢀ、⮬ᑛᚰを高め、

いの౯್のᐇ⪂ࠋいる࡚࡭とを㏙ࡇ合ࠖを⋓ᚓする⤫ࠕ

ឤࡣ、㇏ᐩな人⏕⤒㦂をᣢつ高齢者のᑐ㇟≉ᛶを活かࡋ

た就労のᡂᯝとい࠼るࠋ

2. 看護⫋⪅ࡀ௓護ண㜵ࢆᑵປࡄ࡞ࡘ࡟ᚲ要ᛶ

介護予防ࡣ、高齢者の就労のἼཬຠᯝとྲྀ࡚ࡋりἋ

ửࢀࡉる࠺ࡼになࡋஂ࡚ࡗいࠋ高齢者の就労をᨭ᥼す

るための࣮ࣂࣝࢩ人ᮦࡣ࣮ࢱࣥࢭ、೺ᗣであるࡇとを

ධ఍᮲௳に࠾࡚ࡋり、⮬❧高齢者をᑐ㇟に࡚ࡋいるࡇ

とから、⹫ᙅ高齢者の就労のᐇែࡑࡸのຠᯝࡣ明らか

に࡚ࢀࡉいないࠋ

就労ࡣ、♫఍ⓗᙅ者をྵࡴす࡚࡭の者が、⏕⏘ⓗ活動

にᚑ஦するࡇとにࡼり、ࡑのᑐൾと࡚ࡋ௚者との┦஫స

⏝が⏕ࢀࡲるࡇとであり、ാࡇࡃとを㏻࡚ࡌ♫఍のᵓᡂ

員と࡚ࡋཧຍするࡇとの౯್をᨭᣢ࡚ࡋいるࡲࠋた、࣮ࣀ

国㝿㐃合が、ࡸの⌮ᛕࣥࣙࢩ࣮ࢮ࢖࣐ࣛ 19�1 ᖺの国㝿

㞀ᐖ者ᖺに࣐࣮ࢸとࡋたࠕ᏶඲ཧຍとᖹ➼ࠖのᐇ⌧に❧

の者が就労でき࡚࡭⹫ᙅ高齢者をྵめたす、ࡤࢀ࠼㏉ࡕ

るࡇとがồめら࡚ࢀいるࡉࠋらに、ఀ ∹田ら㸦2�1�㸧ࡣ、

せ介護高齢者であࡶ࡚ࡗ♫఍㈉献できるᏑᅾであり、せ

介護高齢者ࡔからࡑࡇできる♫఍㈉献があࡗたࡇとを明

らかに࡚ࡋいるࡇࠋのࡇとࡣ、⹫ᙅ高齢者が就労するࡇ

とにࡼる᪂たな౯್がぢいࢀࡉࡔるࡇとが᥎ᐹࢀࡉるࠋ

⹫ᙅ高齢者が就労するためにࡣ、ఱがᚲせであ࠺ࢁかࠋ

高齢者の♫఍ཧຍについ࡚௚者との関୚の高ࡉとࡑの┠

ⓗからࣞࣝ࣋ศ㢮をヨࡳたᑠᯘ㸦2�1�㸧ࡣ、初ᮇ段㝵を

いる᪥࡚ࡗ人で行୍、࡚ࡋ௚者とつながる‽ഛ段㝵とࠕ

ᖖの活動ࠖとࡋ、᭱ ⤊段㝵にࠕ௙஦ࠖを఩⨨づ࡚ࡅいるࠋ

⏕活ᅔ❓者の就労ᨭ᥼につい࡚㏙࡭た山ᓮ㸦2�1�㸧ࡣ、

就労するための職ᴗ⬟ຊの๓に、ᮅ㉳き࡚出໅するとい

࣑ࣗࢥとの㛫でࠎ職場の௚の人ࡸとࡇ活⩦័をᏲる⏕࠺

࣮࣋఍ཧຍの♫ࡸ᪥ᖖ⏕活、࡝となࡇをᣢつࣥࣙࢩ࣮ࢣ

ࡇࠋいる࡚ࡋ♧就労‽ഛᨭ᥼のᚲせᛶをࡃい࡚ࡗをసࢫ

の࠺ࡼに、⹫ᙅ高齢者に࠾い࡚ࡶ、就労につなぐための

初ᮇ段㝵がᚲせであり、ࡑの初ᮇ段㝵と࡚ࡋ介護予防を

఩⨨づࡅるࡇとで就労につながるྍ⬟ᛶがあるࡋࠋた

が࡚ࡗ、⹫ᙅ高齢者であࡶ࡚ࡗ、就労を㏻࡚ࡌ♫఍のᵓ

ᡂ員と࡚ࡋཧຍするために、介護予防を就労につなぐ手

段と࡚ࡋ఩⨨づࡅ、看護職者がᨭ᥼するᚲせᛶがあるࠋ
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Ϭ � ⤖ㄽ

1� 高齢者の就労にࡅ࠾るࡣࢬ࣮ࢽ、高齢者ᮏ人のため

の高齢者ᮏ人௨外の࡝地ᇦなࡸ♫఍ࡸ௰㛫、ࡃでなࡅࡔ

௚者のための࡚ࢀࡲྵࡶࢬ࣮ࢽいたࠋ

2� 高齢者の就労にࡅ࠾る⤒㦂ࡣ、高齢者ᮏ人࡬のᙳ㡪

と௚者࡬のᙳ㡪があࡗたࠋ

3� 高齢者の就労にࡅ࠾るᡂᯝࡣ、⏕ィの⥔ᣢࡅࡔでな

つながり、࡚࠼ຍࠋいた࡚ࡗが⧄ࡶ介護予防活動に、ࡃ

のಟ᚟࣭ᙉ໬、⪁いの౯್のᐇឤの高齢者のᑐ㇟≉ᛶに

ࠋたࡗのがあࡶるࡼ
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!のㄽ⌮ � ᮍ᮶♫ �

㛗ᕊ由฼子 � �2�12�� せ介護高齢者の外出ࢬ࣮ࢽを充

足するᨭ᥼の検討―人と人とのつながりを┠ⓗとࡋ

た୺ほⓗな外出ࢬ࣮ࢽに↔点をあ࡚࡚―� 沖縄県❧

看護大大学大学㝔ಟኈㄽ文 �

᪥ᮏ♫఍ಖ㞀ἲ学఍ � �2��1�� ♫఍ಖ㞀ἲの関㐃㡿ᇦ 
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ኸἲつ出∧ �

大Ἑ内୍⏨ � �19�1�� ᪥ᖖⲔ㣤 � ㄞ኎᪂⪺♫ �

ዟ㈏ድ文 � �2�1��� 労ാἲから㐓⬺ࡋたࠕ就労ࠖに関

する୍⪃ᐹ : ⏕活ᅔ❓者⮬❧ᨭ᥼ἲ᪋行ᚋの≧ἣ

とㄢ㢟 � アࢪアኴᖹὒ࣮ࣞࣗࣅ �13�� 1��29�

大᭮᰿ᐶ � ዟ㈏ድ文 � �2����� 㞀ᐖ者⮬❧ᨭ᥼ἲに࠾

労ࠕとࠖ♴⚟ࠕ : 労ാࠖとᶒ฼᧦護のᅾり᪉ࠕるࡅ

ാࠖをᯫᶫするἲ⌮ㄽのᙧᡂにྥ࡚ࡅ � ᨺ㏦大学

研究ᖺሗ � 2�� 1�1��

大ᾆ明美 � �2�1��� ⊂❧ᆺ♫఍⚟♴ኈにࡅ࠾る高齢ᮇ

の就労⥅⥆せᅉ � ༓ⴥ大学大学㝔人文♫఍⛉学研

究⛉研究ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉሗ࿌᭩ � 2��� �3����

大湾明美 � బஂ川ᨻྜྷ � 大川ᕊ子௚ � �2��3�� 㞳ᓥに

りに関する研ࡃる᪋タධ所高齢者の⏕きがいづࡅ࠾

究　ࡩࠕるࡉとゼၥࠖ஦ᴗ໬࡬のྲྀり⤌ࡳのࢭࣟࣉ

と஦ᴗホ౯࣭ㄢ㢟ࢫ � 沖縄県❧看護大学紀せ ���� 

3�����

5RZH -:� 	.DKQ�5�/� �199��� 6XFFHVVIXO DJLQJ : 

7KH 0DF$UWKXU )RXQGDWLRQ VWXG\� $ 'HOO 7UDGH 

3DSHUEDFN�

⥲ົ┬⤫ィᒁ � �2�1��� ᐙィㄪᰝሗ࿌ � ᐙィ཰ᨭ⦅ �

―2�1� ᖺᖹᆒ㏿ሗ⤖ᯝのᴫせ―�ZZZ�VWDW�JR�MS�

GDWD�NDNHL�VRNXKRX�QHQ�LQGH[�KWPO �2�19 ᖺ 1 ᭶

2� ᪥検⣴ ��

ᶲᮌಇペ � �2��9�� ➨ 1 ❶ ാࡃといࡇ࠺と―೧人࡝ࡣ

とのព࿡ࡇࡃたか―�ാ࠼⪄࠺ � �SS3�29�� ࣝࢿ࣑

᭩ᡣ࢓ࣦ �

㎷ဴኵ ��2�11��  㛤Ⓨ研究ࣝࢹの就労ࣔࣇ࢖ࣛࢻࣥ࢝ࢭ

ᖹᡂ 22 ᖺᗘ研究㛤Ⓨᐇ᪋ሗ࿌᭩

㎷ဴኵ � �2�13��  㛤Ⓨ研究ࣝࢹの就労ࣔࣇ࢖ࣛࢻࣥ࢝ࢭ

研究㛤Ⓨᐇ᪋⤊஢ሗ࿌᭩

ୖ田ᩄ � �19�3�� リࣅࣁリࣥࣙࢩ࣮ࢸを⪃࠼る � 㞀ᐖ

者の඲人㛫ⓗ᚟ᶒ �� ������

ୖ田ᩄ � �2����� ,&)� 国㝿⏕活ᶵ⬟ศ㢮 � の⌮ゎと活

⏝―人がࠕ⏕きるࡇとࠖࠕ⏕きるࡇとのᅔ㞴 �㞀ᐖ �ࠖ

を࠺࡝とら࠼るか �

ᚋ山ᜨ⌮子 ��2����� 高齢者の就労┠ⓗと‶足ᗘ : 予

ഛⓗ஦౛ㄪᰝから � ᮾᾏ学㝔大学紀せ � 1� 23�3��

山口初代 � 大湾明美 � బஂ川ᨻྜྷ௚ � �2�1��� ⏨ᛶ高

齢者の � ⏕きがい就労 � のᐇែとࢬ࣮ࢽ : $ ᓥの

ᙜ஦者のㄒりから � 沖縄県❧看護大学紀せ � 1�� 

�3��1�

山口初代 � 大湾明美 � 田場由紀௚ � �2�1��� 看護職者

にࡼる介護予防に関する国内文献の検討 � 沖縄県

❧看護大学紀せ � 19� 31�3��

山川⫕ � �19���� 労ാほヨㄽ � ㎰山⁺ᮧ文໬༠఍ �

山ᮧりつ � �2�11�� 0,1(59$ ♫఍⚟♴ྀ᭩२ ⢭⚄㞀ᐖ

者のためのຠᯝⓗ就労ᨭ᥼ࣔࣝࢹとไᗘ―ࣔࣝࢹに

ᇶづࡃไᗘのあり᪉―� 23�29� ࢓ࣦࣝࢿ࣑᭩ᡣ �

山ᓮྐ㑻 � �2�1��� 人口ῶᑡと♫఍ಖ㞀 � 129�132� ୰

බ᪂᭩ �
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高齢者の就労に関する国内文献の検討 ―看護職者が介護予防を就労につなぐために―


